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第15章  参考資料 

15.1  個別調査票 

 整理番号 研究機関／研究タイトル ページ 

表 15.1 2018 NO.1 ICT 活用・機械化を通じた高速道路 AM の高度化 

東日本高速道路㈱ 

15-4 

表 15.2 2018 NO.2 先端技術を活用したインフラ維持管理及び防災システム社会実装（i-

DREAMs） 

首都高速道路㈱ 

15-6 

表 15.3 2918 NO.3 GIS と 3 次元点群データを活用した維持管理支援システム（インフラド

クター） 

首都高速道路㈱ 

15-7 

表 15.4 2018 NO.4 高性能ドライブレコーダーを活用した巡回点検システム（インフラパト

ロール） 

首都高速道路㈱ 

15-10 

表 15.5 2018 NO.5 簡易システムを採用した小型車両による路面調査（スマートイーグル） 

西日本高速道路エンジニアリング四国㈱ 

15-11 

表 15.6 2018 NO.6 高所・狭隘部における構造物点検機器 

首都高技術㈱ 

15-12 

表 15.7 2018 NO.7 弾性波法による横締め PC グラウト充填調査 

首都高技術㈱ 

15-14 

表 15.8 2018 NO.8 直轄国道事例 

関東地方整備局 横浜国道事務所 

15-15 

表 15.9 2018 NO.9-1 道路空間データの整備・活用 

国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 

15-16 

表 15.10 2018 NO.9-2 道路基盤地図情報を活用した道路管理支援システムの高機能化 

国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 

15-17 

表 15.11 2018 NO.9-3 撤去橋梁を用いた臨床研究 

土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

15-18 

表 15.12 2018 NO.9-4 橋梁マネジメントシステムの開発と導入 

土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

15-19 

表 15.13 2018 NO.10 新潟市橋梁アセットマネジメント検討委員会の取組 

東京大学生産技術研究所 

15-20 

表 15.14 2018 NO.11 技術教育者としてのインフラミュージアム 

岐阜大学 

15-21 

表 15.15 2018 NO.12 ロボット技術による橋梁定期点検の効率化・高度化と交通規制の大幅短

縮 

岐阜大学 

15-22 

表 15.16 2018 NO.13 産学官連携による橋梁メンテナンス統合データベースシステムの構築

と自治体への導入支援 

東北大学 

15-23 

表 15.17 2018 NO.14 全周囲道路映像 CV-RAVI（Road Around View Information） 

㈱トリオン 

15-24 

表 15.18 2018 NO.15 打音検査システム T.T.Car 

蔦井㈱ 

15-25 

表 15.19 2018 NO.16 AI/Deep Learning によるひび割れ検出エンジン 

㈱システム計画研究所/ISP 

15-26 

表 15.20 2018 NO.17 橋梁点検用マルチ・コプタ（マルコ） 

大日本コンサルタント㈱ 

15-27 

表 15.21 2018 NO.18 道路舗装ひび割れ解析サービス 

東芝インフラシステムズ㈱ 

15-28 

表 15.22 2018 NO.19 路面検査コンパクトユニット PG-4 

倉敷紡績㈱ 

15-29 
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 整理番号 研究機関／研究タイトル ページ 

表 15.23 2018 NO.20 ロメンキャッチャーVPW 

ニチレキ㈱ 

15-30 

表 15.24 2018 NO.21 路面プロファイル計測システム（Road Profiling System） 

アジア航測㈱ 

15-32 

表 15.25 2018 NO.22 社会インフラ画像診断サービス（ひびみっけ） 

富士フィルム㈱ 

15-33 

表 15.26 2018 NO.23 スマートホンを活用した路面調査システム（DRIMS） 

JIP テクノサイエンス㈱ 

15-34 

表 15.27 2018 NO.24 橋梁点検ロボットカメラ 

三井住友建設㈱ 

15-35 

表 15.28 2018 NO.25 「常温合材 （エクセル）の製造と日常道路維持管理事業に係る普及・実

証」（カンボジア国） 

㈱愛亀 

15-36 

表 15.29 2018 NO.26 道路舗装会社による有料道路の維持管理運営および ISO55001 の取得 

白糸ハイランドウェイ 

15-37 

表 15.30 2018 NO.27 高速道路関連会社による有料道路の維持管理運営 

箱根ターンパイク 

15-38 

表 15.31 2018 NO.28 メンテナンスエキスパート制度 

岐阜大学 

15-39 

表 15.32 2018 NO.29 道守制度 

長崎大学 

15-40 

表 15.33 2018 NO.30 東北インフラマネジメントプラットフォームの構築と展開 

東北大学 

15-41 

表 15.34 2018 NO.31 「橋のセルフメンテナンスふくしまモデル」の構築と実践 

日本大学 

15-42 

表 15.35 2019 NO.1 社内体制および社外協働体制の構築等によるアセットマネジメント高

度化 

西日本高速道路㈱ 

15-43 

表 15.36 2019 NO.2 長大橋の維持管理技術（防食技術） 

本州四国連絡高速道路㈱ 

15-44 

表 15.37 2019 NO.3 長大橋の維持管理技術（点検作業効率化） 

本州四国連絡高速道路㈱ 

15-45 

表 15.38 2019 NO.4 赤外線調査トータルサポートシステム（J システム） 

西日本高速道路会社エンジニアリング四国㈱ 

15-46 

表 15.39 2019 NO.5 関東メンテナンスセンター 

国土交通省 関東地方整備局 

15-47 

表 15.40 2019 NO.6 道路メンテナンス会議 

国土交通省 関東地方整備局 大宮国道事務所 

15-48 

表 15.41 2019 NO.7 人材育成の取り組み 等 

富山市 植野建設技術統括監 

15-49 

表 15.42 2019 NO.9 途上国向けの技術展開 等 

土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

15-50 

表 15.43 2019 NO.8  ドローンを活用した橋梁点検の実証実験 

千葉県君津市 

15-51 

表 15.44 2019 NO.10 構造物点検ロボットシステム「SPIDER」 

ルーチェサーチ㈱、㈱建設技術研究所 

15-52 

表 15.45 2019 NO.11 非 GPS 環境対応型ドローンを用いた近接目視点検支援技術 

三信建材工業㈱、㈱自律制御システム研究所 

15-53 

表 15.46 2019 NO.12 マルチ・コプタによる近接撮影と異状箇所の 2 次元計測 

夢想科学㈱ 

15-54 

表 15.47 2019 NO.13 マルチ・コプタを利用した橋梁点検システム（マルコ™） 

川田テクノロジーズ㈱、大日本コンサルタント㈱ 

15-55 
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 整理番号 研究機関／研究タイトル ページ 

表 15.48 2019 NO.14 「橋梁点検カメラシステム視る・診る」による近接目視、打音調査等援

助・補完技術 

ジビル調査設計㈱、有限会社インテス、福井大学 

15-56 

表 15.49 2019 NO.15 橋梁等構造物の点検ロボットカメラ 

三井住友建設㈱、㈱日立産業制御ソリューションズ 

15-57 

表 15.50 2019 NO.16 橋梁下面の近接目視支援用簡易装置「診れるんです」 

東北工業大学、O・T・テクノリサーチ㈱ 

15-58 

表 15.51 2019 NO.17 ポール打検機 

日本電気㈱、首都高速道路技術センター 

15-59 

表 15.52 2019 NO.18 橋梁点検支援ロボット 

ジビル調査設計㈱、有限会社インテス、福井大学 

15-60 

表 15.53 2019 NO.19 近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システム 

新日本非破壊検査㈱、名古屋大学、九州工業大学、北九州工業高等専門

学校、福岡県工業技術センター機械電子研究所 

15-61 

表 15.54 2019 NO.20 コンクリート構造物変形部検知システム「BLUE DOCTOR」 

㈱オンガエンジニアリング 

15-62 

表 15.55 2019 NO.21 北陸 SIP チーム 

金沢大学、金沢工業大学、福井大学 

15-63 

表 15.56 2019 NO.22 SIP 地域実装 

琉球大学 

15-64 
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表 15.1 個別調査票【整理番号 2018 NO.1】97 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル ICT活用・機械化を通じた高速道路 AMの高度化 

研究機関/研究者 東日本高速道路㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容98 ■研究目的 

➢ ICT 技術や機械化の導入と技術者を融合し総合的なインフラ管理体制を確立、維

持管理業務の効率化を図る 

■研究内容 

SMH（Smart Maintenance Highway）プロジェクトの推進 

以下の個別要素技術の開発を含む 

＜点検業務関連技術＞ 

➢ 点検困難箇所への対処として UAVの利用・ワイヤーを伝って移動するロボット等 

➢ モバイル PCを利用した携帯用点検端末（現場で直接データ入力） 

＜補修計画策定関連技術＞ 

➢ 次世代 RIMS（Road maintenance Information Management System）の構築 

➢ 過去個別に構築されたシステム上のデータを一元的横断的に扱うための、標準的

なインターフェース（API）規格を有するミドルウェアを介在させるシステムアーキテク

チャを採用 

➢ 可視化アプリケーションに MSM-UI（Multi Scale Monitoring-User Interface）という概

念を採用、対象物に関する場所・時間・程度などの情報を様々なスケールから表示

可能とする 

➢ データベースに蓄積された情報をグラフィカルに表示、その場で分析の視点を変

化させながら損傷の発生傾向や分布傾向を分析可能とする 

 

97 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告書.2019.P180-

P182 
98 上田・久保・板倉:NEXCO 東日本グループにおける SMH の取り組み.2018 
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協議日 平成 30年 11月 8日（木） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 次世代 RIMS の根幹技術については SIP下で開発を進めている 

➢ 東北大学を通じて山形県の橋梁データベースへの採用実績あり 
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トシステム

資産管理
システム
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表 15.2 個別調査票【整理番号 2018 NO.2】99 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 先端技術を活用したインフラ維持管理及び防災システム社会実装 

（i-DREAMs） 

研究機関/研究者 首都高速道路㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容100 ■研究目的 

➢ 適時・適切な補修、補強を可能とする維持管理システムの構築 

 

■研究内容 

➢ GIS を基本とするデジタルデータ管理システム（インフラドクター）をコアとして、

設計・施工から維持・管理、補修・補強までライフサイクルを通したマネジメント 

➢ 損傷推定 AIエンジンを用いた先進的な維持管理（開発中） 

➢ タブレットを活用した点検の効率化 

➢ ドローン・ロボットによる点検効率化 

➢ ・デジタル画像を用いたひび割れモニタリング技術 

協議日 平成 30年 11月 21日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 首都高速における道路 AM に活用 

➢ インフラドクターについては別紙参照 

 

■最新情報 

➢ 損傷推定 AIエンジンについては 2019年度 or2020 年度実装予定 

→要素技術につき、インフラドクターと連携して外販も可能 

 

99 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告書.2019.P183-

P184 
100 首都高速道路㈱（https://www.shutoko.co.jp/efforts/safety/idreams/） 

https://www.shutoko.co.jp/efforts/safety/idreams/
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表 15.3 個別調査票【整理番号 2018 NO.3】101 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル GIS と 3次元点群データを活用した維持管理支援システム（インフラドクター） 

研究機関/研究者 首都高速道路㈱ 

共同研究者 首都高技術㈱、㈱エリジオン、朝日光洋㈱ 

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容102 ■研究目的 

➢ 道路・構造物の維持管理業務をトータルサポート 

 

■研究内容 

➢ 各種台帳（構造物台帳、しゅん功図書、点検補修台帳等）をGISプラットフォーム上

で統合管理 

➢ 複合的な検索及び結果のマップ化 

➢ 3次元点群データと全周囲動画により机上にて現場確認 

➢ 寸法計測（幅員、建築限界確認等） 

➢ 図面作成（図面のない構造物、図面と現況が変わった構造物、管理者の異なる構

造物等） 

➢ 管理台帳作成（3次元点群データから道路付属物等の位置を把握可能） 

➢ 3D解析モデル作成 

➢ コンクリート構造物の変状確認（浮き・剥離等） 

➢ 舗装評価（わだち掘れ量、ひび割れ率、平たん性）から補修計画まで自動化 

➢ 3D-CAD と点群データから補修・補強設計支援 

➢ 点検・補修シミュレーション（施工・点検車両の選定） 

 
 

 

 

101 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P185-P188 
102 インフラドクターソフトサービス運営 LLP（https://www.infradoctor.jp/basic.html） 
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協議日 平成 30年 11月 21日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ タイ王国において 3次元点群データの計測・収集を実施（タイ高速道路公社） 

➢ 複数の道路管理者にて活用事例あり（福岡北九州道路公社、名古屋高速道路公

社、小田原市など） 

➢ 計測費 65～70万円/km（計測およびデータ処理） 

➢ クラウドサーバを用いたサービス提供を実施（1 ライセンス 60～100万円/年） 

 

■最新情報 

➢ タイ王国のニーズに適したインフラドクターシステムのカスタマイズを実施中  （～

2018年度末） 
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表 15.4 個別調査票【整理番号 2018 NO.4】103 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 高性能ドライブレコーダーを活用した巡回点検システム（インフラパトロール） 

研究機関/研究者 首都高速道路㈱ 

共同研究者 首都高技術㈱ 

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容104 ■研究目的 

➢ 巡回点検の高度化・効率化 

 

■研究内容 

➢ パトロールカーに搭載した高画質録画システムによる巡回点検の高度化 

➢ 3カメラシステムにより 180°の視野角を確保 

➢ 時速 60kmの走行でハイビジョン動画撮影可能 

➢ GPS使用により地図の位置情報と連動して再生可能 

➢ 損傷画像の位置情報や構造物の基本緒元等の台帳情報が記録様式に自動挿

入される機能を実装→報告書作成等、業務の効率化 

➢ 重大損傷発見時に緊急ボタンを押すことにより LTE 通信で管理事務所に損傷

映像が送信され、リアルタイムで情報共有可能（緊急情報システム） 

➢ 巡回点検後ポータブルハードディスクの映像データを用いて、特異点抽出技法

により路面のポットホールやジョイント部の損傷を自動検知（損傷自動検知シス

テム） 

➢ クラウドサーバによる動画等のデータ共有 

 
 

協議日 平成 30年 11月 21日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ システム販売実績あり 

➢ 初年度 600 万円（車載カメラ等資機材、システム使用料等）、2 年目以降 45 万

円（システム使用料等） 

 

103 JICA：道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P189-P190 
104 首都高速グループ製品カタログ.2018.p2 
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表 15.5 個別調査票【整理番号 2018 NO.5】105 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 簡易システムを採用した小型車両による路面調査（スマートイーグル） 

研究機関/研究者 西日本高速道路エンジニアリング四国㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容106 ■研究目的 

➢ 小型車両に搭載し路面の簡易計測を可能とする測定機器 

 

■研究内容 

➢ 光切断法を用いた高精度の 3 次元形状計測により、路面の表面形状を計測し

てひび割れ、わだち掘れ、平たん性（IRI）の解析を全自動で実施 

 
 

協議日 平成 30年 11月 28日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ NEXCO西日本にて活用 

➢ 調査単価（km・車線あたり）12、700円 

 

  

 

105 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P191-P192 
106 西日本高速道路エンジニアリング四国㈱:Smart-EAGLE type-P パンフレット 
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表 15.6 個別調査票【整理番号 2018 NO.6】107 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 高所・狭隘部における構造物点検機器 

研究機関/研究者 首都高技術㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容108 ■研究目的 

➢ 高所や狭隘部における橋梁やコンクリート構造物の点検機器開発 

 

■研究内容 

①簡易型高所点検用打音検査システム 

➢ 本体内蔵のマイクにより高所での打撃音を聞くことが可能 

➢ 高さ 8m まで点検可能 

 
 

②簡易型高所点検用軽量ポールカメラ 

➢ 光学式手振れ補正によりわずかな手振れも高精度に補正 

➢ 雲台の操作、映像の記録、確認等の操作をタブレット 1台に集約 

➢ タブレットとカメラは Wi-Fi 接続 

➢ LED照明のスライド式ボリュームによる照度調節可能 

 

107 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P193-P195 
108 首都高速グループ製品カタログ 2018.p4.p5,p7 
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➢ 高さ 8m まで点検可能（ポールは①と共用） 

 

 
 

③狭隘部点検用ロボット 

➢ 鋼製伸縮装置の裏側など、遠隔操作によりデジタル画像を撮影、点検を実施 

 
協議日 平成 30年 12月 4日（火） 

協議結果概要 ■現状成果 

①首都高速道路にて活用、調査費：250,000 円/日･回 

②首都高速道路にて活用、調査費：250,000 円/日･回 

③首都高速道路にて活用、調査費：200,000 円/日･回 
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表 15.7 個別調査票【整理番号 2018 NO.7】109 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 弾性波法による横締め PCグラウト充填調査 

研究機関/研究者 首都高技術㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容110 ■研究目的 

➢ 衝撃弾性波による PCグラウト充填・充填不足の判定を行う非破壊検査技術 

 

■研究内容 

➢ PC 橋梁の横締め PC 鋼材のシース内グラウトについて、定着部のコンクリート表

面から検査できるため、はつり・補修等が不要で効率的に検査可能 

➢ グラウト再充填後の確認にも適用可能 

 
 

協議日 平成 30年 12月 4日（火） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 首都高速道路にて活用 

➢ 調査費 35,000～70,000 円/本 

  

 

109 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P196-P197 
110 首都高速グループ製品カタログ.2018,p9 
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表 15.8 個別調査票【整理番号 2018 NO.8】111 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 直轄国道事例 

研究機関/研究者 関東地方整備局 横浜国道事務所 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容112 ■取組事例 

➢ 神奈川県メンテナンス会議は、H26年より毎年実施 1-2回のペースで実施され、

横浜国道事務所を幹事として、高速道路会社、神奈川県、各市町村が一堂に

会して、会議を行ってきた。 

 

 
 

協議日 平成 31年 2月 22日（金） 

協議結果概要 意見交換会の実施 

  

 

111 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P198-P199 
112 平成 29 年 6 月 30 日開催の神奈川県道路メンテナンス会議資料 
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表 15.9 個別調査票【整理番号 2018 NO.9-1】113 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道路空間データの整備・活用 

研究機関/研究者 国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容114 ■研究目的 

➢ 3次元点群データを基に作成された「道路空間データ」を作成するためのデータ

加工・活用手法等の確立、センシングデータ管理機能の要件整理など 

 

■研究内容 

➢ 「道路空間データ（リアルタイム）」を道路管理業務に活用する手法案について

複数の国道事務所にヒアリング 

➢ 点群密度の差異から落下物・不法占用物件等の地物を検出する技術の検証 

 
 

協議日 平成 31年 2月 12日（火） ※Web調査 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 国・地方公共団体での活用を想定 

  

 

113 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P201-P202 
114 国立研究開発法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター
(https://www.pwri.go.jp/caesar/overview/02-02.html) 
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表 15.10 個別調査票【整理番号 2018 NO.9-2】115 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道路基盤地図情報を活用した道路管理支援システムの高機能化 

研究機関/研究者 国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容116 ■研究目的 

➢ 道路管理に必要な情報（道路付属物の諸元・巡回結果、メンテナンス履歴など）

を一元的に管理・重畳し、多角的視点からの管理業務の見直しや要因分析に

活用するための仕組みの構築に必要な技術開発や基準類の整備 

 

■研究内容 

➢ 直轄国道における道路工事完成図等データの直接登録機能の開発 

➢ 道路管理支援システムにおける地図表示機能の開発 

➢ 道路巡視支援システムとのデータ連携機能の開発 

➢ 道路管理支援システムのクラウドサービス環境への移行に伴う機能改良 

 
協議日 平成 31年 2月 12日（火） ※Web調査 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 国・地方公共団体での活用を想定 

 

115 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P203-P204 
116）国立研究開発法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター
(https://www.pwri.go.jp/caesar/overview/02-02.html) 
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表 15.11 個別調査票【整理番号 2018 NO.9-3】117 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 撤去橋梁を用いた臨床研究 

研究機関/研究者 国立研究開発法人 土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容118 ■研究目的 

➢ 既設橋の損傷状況に応じた耐力評価技術の確立 

 

■研究内容 

 
 

協議日 平成 31年 2月 12日（火） ※Web調査 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 国・地方公共団体での活用を想定 

 

  

 

117 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P205-P206 
118 国立研究開発法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター
(https://www.pwri.go.jp/caesar/overview/02-02.html) 
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表 15.12 個別調査票【整理番号 2018 NO.9-4】119 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁マネジメントシステムの開発と導入 

研究機関/研究者 国立研究開発法人 土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容120 ■研究目的 

➢ 橋梁マネジメントシステムの構築 

 

■研究内容 

 

 
 

協議日 平成 31年 2月 12日（火） ※Web調査 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 国・地方公共団体での活用を想定 

 

  

 

119 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P207-P208 
120 国立研究開発法人土木研究所構造物メンテナンス研究センター
(https://www.pwri.go.jp/caesar/overview/02-02.html) 
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表 15.13 個別調査票【整理番号 2018 NO.10】121 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 新潟市橋梁アセットマネジメント検討委員会の取組 

研究機関/研究者 東京大学生産技術研究所 長井准教授 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容122 ■委員会目的 

➢ 委員会は、「包括的発注や、新たな担い手確保」、「長寿命化補修計画における

コスト、体制、システム」などの検討課題に対し、幅広い専門的な意見を頂き反

映させるとともに、実施段階においても、その実施状況に対しての意見を頂き改

善を施すことなどを目的としている。 

 

■委員会概要 

➢ 土木学会支援のもと、メリハリのある、戦略を持った維持管理を目指して、学識

経験者含めた委員会を設置。その内容は、「契約に関する検討部会」、「橋梁維

持管理に関する検討部会」を立ち上げ、検討を行っている。 

 
 

協議日  

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 第 1回（H27.10.23）から第 5回委員会（H30.3.15）までを実施。 

➢ 戦略的な維持管理体制への深化、健全度審査会議などが議論されている。 

 

  

 

121 道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.JICA.P209-P210,日本高速往路インターナショナル㈱，大日本コンサルタント㈱，（一社）国

際建設協会 
122 新潟市橋梁アセットマネジメント検討委員会
(http://www.city.niigata.lg.jp/smph/kurashi/doro/road/doroizikanri/doroijikanri/kyoryoijikanri/kyouryouasetto/i

ndex.html) 
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表 15.14 個別調査票【整理番号 2018 NO.11】123 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 技術教育者としてのインフラミュージアム 

研究機関/研究者 岐阜大学/國枝 稔、沢田 和秀、苅谷 敬三、木下 幸治 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容124 ■研究目的 

➢ メンテナンスエキスパート制度の理念に基づき、様々な構造物の構造的な特徴

を理解する。 

 

■研究内容 

➢ 岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センターと SIP の課題「イン

フラ維持管理・更新・マネジメント技術」で採択された岐阜大学 SIP実装プロジェ

クトにより、土木構造物のしくみや構造を学ぶことが可能な「インフラミュージア

ム」を整備。 

➢ インフラミュージアムでは、トンネル断面モデル、PC 橋モデル、鋼桁モデルなら

びに盛土モデルを整備し、教育カリキュラムと連動した学びの場としての活用を

目指している。 

 
 

協議日 2018年 11月 27日（火）施設視察 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 構造物のしくみや構造がわかる実物大のモデル 

 

  

 

123 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P211-P212 
124 SIP インフラ新技術地域実装活動報告書 
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表 15.15 個別調査票【整理番号 2018 NO.12】125 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル ロボット技術による橋梁定期点検の効率化・高度化と交通規制の大幅短縮 

研究機関/研究者 岐阜大学/六郷 恵哲、羽田野 英明 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容126 ■研究目的 

➢ 橋梁定期点検におけるロボット技術活用の方向性を示すことにより、地方自治

体におけるロボット技術を取り入れた効率的な橋梁点検の実現を目指すもの。 

 

■研究内容 

➢ 岐阜大学 SIP では、各務原大橋の定期点検（平成 30 年度初点検）にロボット技

術を取り入れることを目指して、下記の取組みを行っている。 

◆ ロボット技術を取り入れた橋梁点検指針（案）の作成 

◆ ロボット技術への要求性能の提示と性能評価 

◆ ロボット技術の最適な組み合わせの例示 

 
 

協議日 2018年 11月 27日（火）意見交換 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 資料公開 ロボット技術を取り入れた橋梁点検指針（案）地方自治体向け  

平成 30年 4月 

 

  

 

125 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P213-P214 
126 SIP インフラ新技術地域実装活動報告書 
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表 15.16 個別調査票【整理番号 2018 NO.13】127 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 産学官連携による橋梁メンテナンス統合データベースシステムの構築と自治体への

導入支援 

研究機関/研究者 久田 真（東北大学） 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容128 ■研究内容 

➢ 東北大学 IMC は、SIP で採択された「高度なインフラマネジメントを実現する多

種多様なデータの処理・蓄積・解析・応用技術の開発（代表者：上田功、東日本

高速道路㈱）」の成果を活用し、これを山形県県土整備部、㈶山形県建設技術

センターとの産学官共同で、山形県仕様にカスタマイズした。 

➢ 山形県と同県市町村が管理する橋梁の維持管理データを導入し、データベー

スシステムを構築、導入、運用している（図-1）。これにより、山形県と県内全 35

市町村の道路橋の点検・診断・補修履歴を一元管理するメンテナンスサイクル

の情報 DB を構築した。 

 
協議日 2018年 12月 26日（水）意見交換 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ DB 導入により、将来予測される老朽化対策についても評価・診断の効率化～

補修・予算計画の適正化を行うことができ、管理橋梁を多く抱える地方自治体に

有効な DBシステムとなった。 

 

127 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P215-P216 
128 SIP インフラ新技術地域実装活動報告書 



道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第 15 章   

15-24 

表 15.17 個別調査票【整理番号 2018 NO.14】129 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 全周囲道路映像 CV-RAVI（Road Around View Information） 

研究機関/研究者 ㈱トリオン 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容130 ■研究目的 

➢ 3次元座標付き 360°全周囲道路映像による維持管理業務の効率化 

■研究内容 

➢ IMS3（全天球カメラ 2 台と高性能 GNSS 等）で撮影した全周囲映像を CV

（Camera Vector）処理を活用し、3次元座標付き 360°全周囲道路映像を作成 

➢ 映像上に構造物等の地物属性や、事故発生箇所等の事象情報など様々な情

報を「タグ」として記録・保存可能 

➢ 映像のWeb配信、地図等との連動可能 

➢ 映像上に 3Dモデルを配置可能 

➢ 映像上での距離計測や標識等の面積計測が可能 

 

 
協議日 平成 30年 11月 28日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 車載システムリース料 60 万円/日、計測費 2万円/km 

➢ ソフトウェアライセンス料 2万円/月 

 

129 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019..P217-P218 
130 ㈱トリオン 全周囲道路映像 CV-RAVI 製品情報（2018 年 11 月） 
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表 15.18 個別調査票【整理番号 2018 NO.15】131 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 打音検査システム T.T.Car 

研究機関/研究者 蔦井㈱  

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容132 ■研究目的 

➢ コンクリート床版等の健全度測定システム 

 

■研究内容 

➢ ハンマーヘッド回転式打音検査装置（T.T.Car）を舗装上に走行させることで床

版内部や増厚床版と既設床版との境界部等における変状箇所を把握 

➢ 人力による打音検査と比べて省力化、効率化、迅速化 

➢ 検査可能深度は 15cm 

➢ 取得データを専用プログラムで解析し異音マップ図を作成 

 
 

協議日 平成 30年 11月 28日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 多数の道路管理者にて活用事例あり 

➢ 打音検査＋マップ図、評価・診断で 1,550 円/m2（501m2以上） 

➢ 海外への展開は考えていない 

 

  

 

131 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P219-P220 
132 蔦井㈱（http://www.daon.jp/img/pamphlet.pdf） 
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表 15.19 個別調査票【整理番号 2018 NO.16】133 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル AI/Deep Learning によるひび割れ検出エンジン 

研究機関/研究者 ㈱システム計画研究所/ISP 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容134 ■研究目的 

➢ コンクリート構造物等の撮影画像からひび割れ検出を実現 

 

■研究内容 

➢ 少量の学習データから精度良く解析できる AIエンジンを搭載 

➢ 精度を評価しながら段階的に精度を向上させることが可能 

➢ 個別環境に合わせてカスタマイズ 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 個別の環境に対応してカスタマイズした製品を提供 

 

  

 

133 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019..P221-P222 
134 ㈱システム計画研究所(/ISP AI/Deep Learning)によるひび割れ検出エンジン ひびここパンフレッ

ト（2018 年 12 月） 
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表 15.20 個別調査票【整理番号 2018 NO.17】135 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁点検用マルチ・コプタ（マルコ） 

研究機関/研究者 大日本コンサルタント㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容136 ■研究目的 

➢ 点検困難箇所（高橋脚、狭隘部）の点検支援 

 

■研究内容 

➢ 複雑な風の変化に強い回転翼機構 

➢ 点検区域外に機体を逸脱させないよう 2本のロープを組み合わせた安全装置を

装備 

➢ 現場での取り回しがしやすい小型の機体（90cm 四方） 

➢ ひび割れ幅 0.05mm レベルから検出可能 

➢ 機体が被写体に近づくと自動的に接近、間隔を一定に保つ自動制御機能や、

機体の上昇・下降速度を一定に保つ機能、カメラを被写体に対して正対させる

機能を実装 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 2019年度末実用化予定 

  

 

135 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P223-P224 
136 大日本コンサルタント㈱ 

（https://www.ne-con.co.jp/ne-con/wp-content/uploads/2018/04/NEmulticopter.pdf） 
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表 15.21 個別調査票【整理番号 2018 NO.18】137 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道路舗装ひび割れ解析サービス 

研究機関/研究者 東芝インフラシステムズ㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容138 ■研究目的 

➢ アスファルト舗装のひび割れ率を市販ビデオカメラの映像解析から自動算出 

 

■研究内容 

➢ 市販ビデオカメラで撮影した路面画像からひび割れを検出 

➢ ひび割れ率自動算出、規定帳票の自動作成 

→国交省道路局発行「舗装点検要領」に則った簡易な評価ツールとして活用可

能 

➢ 舗装ひび割れを色付けした路面画像を提供 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 映像受領後、1か月程度で納品 

➢ 自治体等で 500kmほど実績あり 

➢ 解析費用は 1km・車線あたり 10,000 円程度（100km 解析するとして） 

 

  

 

137 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019..P225-P226 
138 東芝インフラシステムズ㈱ 道路舗装ひび割れ解析サービス パンフレット（2018 年 10 月） 
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表 15.22 個別調査票【整理番号 2018 NO.19】139 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 路面検査コンパクトユニット PG-4 

研究機関/研究者 倉敷紡績㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容140 ■研究目的 

➢ 路面の健全度を効率的に評価 

 

■研究内容 

➢ 一般車両に搭載可能な小型ユニット 

➢ 高性能な画像処理技術とソフトウェアでひび割れ、わだち掘れ量などの路面状

態を効率的にデータ化 

➢ 高速（100km/h）・高精度撮像 

➢ IRレーザーを使用することで昼夜問わず撮影可能 

 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 昨年より販売開始 

➢ 計測ユニット・ソフトウェアの販売価格 2,500 万円/台 

 

  

 

139 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P227-P228 
140 倉敷紡績㈱（https://www.kurabo.co.jp/el/infrastructure/index.html） 
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表 15.23 個別調査票【整理番号 2018 NO.20】141 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル ロメンキャッチャーVPW 

研究機関/研究者 ニチレキ㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容142 ■研究目的 

➢ 鉛直方向加速度、ひび割れ画像、横断形状を測定車で同時に取得 

 

■研究内容 

➢ 取得したデータから以下の路面性状を評価 

①縦断凹凸（IRI）：鉛直加速度の標準偏差と画像により IRI を目視評価 

②わだち掘れ：横断形状と路面画像を室内のパソコンに表示させ、比較判定用

の写真を参考にわだち掘れを目視評価 

③ひび割れ：路面画像を室内のパソコンに表示させ、比較判定用の写真を参考

にひび割れ率を目視評価 

④パッチング数：画像により評価区間内のパッチング数をカウント 

➢ 調査結果から路面性状一覧表を作成（国土交通省「総点検実施要領（案）【舗

装編】」の記録様式に対応） 

➢ 写真をクラウドシステム「PH-MAP.web」に記録 

→ロメンキャッチャーで取得した路面画像を Google Mapsと連動させて表示する

システム 

 
 

 

141 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P229-P231 
142 NETIS 新技術情報提供システム

(http://www.netis.mlit.go.jp/NetisRev/Search/NtDetail1.asp?REG_NO=SK-170008&TabType=&nt=）. 

ニチレキ㈱（https://www.nichireki.co.jp/product/consult/consult_list05/consult05_05.html） 

http://www.netis.mlit.go.jp/NetisRev/Search/NtDetail1.asp?REG_NO=SK-170008&TabType=&nt=
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協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 調査単価（km・車線あたり）11,850 円（100km 計測時の直接業務費ベース） 
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表 15.24 個別調査票【整理番号 2018 NO.21】143 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 路面プロファイル計測システム（Road Profiling System） 

研究機関/研究者 アジア航測㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容144 ■研究目的 

➢ 一般車両による路面性状調査でひび割れ、わだち掘れ、平坦性、IRI 等を効率

的に調査、路面評価を行うシステム 

 

■研究内容 

➢ 車両サイズの小型化により従来の計測車両での走行が困難な箇所における計

測可能範囲の拡大 

➢ 画像処理やレーザー取得に関する調整を自動化することにより、計測オペレー

ター人員を 1名に低減 

➢ 高精度 GNSS測位および IMUにより位置精度が向上、そこから算出される 3次

元距離計測の精度向上 

➢ 全周囲カメラや固定カメラの同時計測により舗装部以外での現地道路空間情報

（施設ほか）の取得 

➢ レーザスキャナによって道路の 3次元データを計測 

➢ 全周囲カメラによる周囲状況 360度の確認 

➢ 車両の小型化により幅員 1.8m 以上の道路における計測が可能 

➢ 車両の小型化および処理の自動化によって 2名体制での測定が可能 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 調査単価（km・車線あたり）25,200 円（100km 計測時） 

 

  

 

143 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019..P232-P233 
144 NETIS 新技術情報提供システム
(http://www.netis.mlit.go.jp/NetisRev/Search/NtDetail6.asp?REG_NO=SK-180010&TabType=&nt=nt) 
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表 15.25 個別調査票【整理番号 2018 NO.22】145 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 社会インフラ画像診断サービス（ひびみっけ） 

研究機関/研究者 富士フィルム㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容146 ■研究目的 

➢ 画像解析技術とクラウドを活用して構造物の点検作業を効率化 

 

■研究内容 

➢ 撮影した画像を自動で合成、チョークまたはひびを自動検出 

➢ 自動検出したチョーク・ひびの長さと幅を自動積算 

➢ 自動検出したチョーク・ひびを CADデータ（dxf ファイル）に出力 

→点検時間が 42%減 

＜チョーク検出の場合＞ 

作業手順 

 
従来 

 
新サービス 

 
＜ひび割れ検出の場合＞ 

作業手順 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 2018年 4月からサービス開始 

➢ チョーク検出の場合、800 円/枚、ひび割れ検出の場合 400 円/枚（注：必要とさ

れる画素数が異なる） 

 

  

 

145 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019..P234-P235 
146 富士フィルム㈱(https://fujifilm.jp/business/material/infraservice/feature.html) 
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表 15.26 個別調査票【整理番号 2018 NO.23】147 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル スマートホンを活用した路面調査システム（DRIMS） 

研究機関/研究者 JIPテクノサイエンス㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容148 ■研究目的 

➢ スマートホンに内蔵されているセンサー（加速度・各速度・GPS）を活用して精度

の高い路面調査（IRI を推定）を低コストで実現 

 

■研究内容 

➢ 初期設定で計測車両の特性を同定し精度を向上 

➢ 車内のどこに設置しても高い IRI推定精度を実現 

➢ 車載機は取り外し可能、通信費も削減 

➢ 画像と連動することでより精度の高い調査が可能 

➢ 路面の状況を様々な角度から Webで閲覧可能 

➢ 全国 500 自治体以上の維持管理計画策定を行ってきた実績（長寿郎、道之助

シリーズ）をベースに道路 AMサービスとして提案可能 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 2013年より DRIMS コンソーシアムを設立・活動中 

➢ 多数の自治体、海外（ケニア・カンボジアなど）で実績多数 

➢ データ収集・解析に 5,000 円/km・車線 

 

  

 

147 JICA:路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告書.2019.P236-

P237 
148 NETIS 新技術情報提供サービス
(http://www.netis.mlit.go.jp/NetisRev/Search/NtDetail1.asp?REG_NO=KT-170085&TabType=2&nt=nt) 
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表 15.27 個別調査票【整理番号 2018 NO.24】149 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁点検ロボットカメラ 

研究機関/研究者 三井住友建設㈱ 

共同研究者 日立産業制御ソリューションズ 

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容150 ■研究目的 

➢ 近接目視が困難な箇所に対して、ポールユニットを用いて視準可能な高さに専

用カメラを据付け、点検、測定、映像記録採取を行う 

 

■研究内容 

➢ ポールユニットは懸垂型と高所型の 2種類 

→懸垂型は高欄に架台基部を設置して下方（最大 6.0m）、高所型は地上に設

置して上方（最大 10.5m）伸ばすことが可能 

➢ パン（水平方向）360°、チルト（鉛直方向）180°の首振りを遠隔操作で行える 

➢ カメラに搭載した LRF（Laser Range Finder）によりカメラから対象物までの距離を

測定、それに基づいて対象面における寸法を認識・表示する 

→測定距離 5mからは 0.05mm、20mからは 0.2mm、30mからは 0.3mmのひび

割れ幅が確認可能 

➢ 映像のコントラスト補正、霧除去、手振れ補正機能により対象物表面の状況を正

確に把握、LED ライトにより暗所での点検も可能 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ SIP地域実装支援チームの実施するフィールド試験に参加 

 

  

 

149 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告書.2019..238-

P239 
150 ㈱日立産業制御ソリューションズ(http://info.hitachi-ics.co.jp/product/kyouryou/index.html) 
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表 15.28 個別調査票【整理番号 2018 NO.25】151 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 「常温合材 （エクセル）の製造と日常道路維持管理事業に係る普及・実証」（カンボ

ジア国） 

研究機関/研究者 ㈱愛亀 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容152 ■技術概要 

➢ 2013年度より JICA案件化調査への応募を開始。 

➢ カンボジアの道路は未舗装路も多く、ポットホールが極めて多く存在するため、

施工も簡単手軽、雨季でも施工可能+高耐久、現地製造も容易な常温合材を提

供。 

 

 
 

協議日  

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 最先端や日本人が思ういいモノに決定力があるとは限らないのでは？（旧技術

の組み合わせ、焼き直しも視野の一つ） 

➢ 単品での勝負は避ける。（波状的に展開） 

 

  

 

151 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P240-P241 
152 ㈱亀愛より提供 
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表 15.29 個別調査票【整理番号 2018 NO.26】153 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道路舗装会社による有料道路の維持管理運営および ISO55001 の取得 

研究機関/研究者 白糸ハイランドウェイ：中川代表取締役、幸野事業部長、中谷事務所長 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容154 ■事業概要 

➢ 延長 10km、標準幅員 7.0m、3種 5級、年間約 30万台 

➢ 日常の維持管理や料金所の管理は、社員 3 名、アルバイト 3 名で運営してい

る。いずれも土木経験者ではない、わかりやすいマニュアルを作成して人材育

成してきたところ。最初の取組として、現場を知っているガードマンを維持管理の

社員として育成したりもしている。 

➢ 日常の点検には、スマートホンのアプリや iPad を活用して、クラウド上にデータ

が更新されるようになっている。ただし、トラブル等の伝達は、紙を配布してわか

りやすく改善を行っている。 

➢ 親会社がガイアート（熊谷組の舗装会社）のため、実証実験を行うフィールドとな

っている。 

 
 

協議日 2019年 1月 9日（水） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ それなりにひび割れ等があるものの、サービスレベルに見合った補修を行って

いる。 

➢ 凍結防止剤の散布も圧雪する区間、撒く区間とメリハリをつけて、コストを抑える

工夫をしている。 

 

  

 

153 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P250-P251 
154 白糸ハイランドウェイとのヒアリング時提供資料 
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表 15.30 個別調査票【整理番号 2018 NO.27】155 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 高速道路関連会社による有料道路の維持管理運営 

研究機関/研究者 箱根ターンパイク：岸本代表取締役、渡辺企画･営業部長 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■事業概要 

➢ 延長 15.8km、幅員 9.0m（車道幅員 3.5m×2）、年間約 56万台 

➢ 大型車交通が少なく（年間 200 台くらい）、バイクが多い（17万台程度） 

➢ 社員 14名（うち土木系は社長と渡辺部長の 2人）、契約社員 14名で運営 

➢ 大型車が少ないため、わだち掘れが少なく維持管理予算が抑えられる。ただし

ひび割れ率が 80%のところもある。 

➢ 維持管理は社員（契約含む）を多能工化して直営で行うことで経費削減 

➢ 売上のうちその他収入（通行料収入以外）が 1/4 を占める。スカイラウンジやイベ

ント等での道路貸し切り、命名権（現在は「アネスト岩田」）、撮影料収入など。イ

ベントでの通行止めは年 3～4回程度。 

➢ ISO55001 に準拠したアセットマネジメントはやっておらず、予算を決めてその範

囲内で安全・安心に直結するところを優先して実施。 

 

協議日 2019年 1月 31日（木） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 白糸ハイランドウェイ同様、求められるサービスレベルに応じた維持管理（ただし

安全・安心に直結するところ優先）を主に社員の直営で行うことで、経費削減、

黒字経営を維持。 

➢ 災害対応については内部留保に頼らず、土木工事保険でカバーしている。 

 

  

 

155 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P252-P253 
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表 15.31 個別調査票【整理番号 2018 NO.28】156 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル メンテナンスエキスパート制度 

研究機関/研究者 岐阜大学 六郷名誉教授、羽田野客員教授、木村准教授 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容157 ■制度内容 

➢ 4 週間の集中講座で履修証明を発行。岐阜県の発注工事においては加点対象

となる。 

➢ その効果としては、「維持管理技術者間の交流が盛んであること」「行政との連携

が密であること」「SIP地域実装活動を進めやすくなった」などが挙げられる。 

➢ 課題と対策は、「続けるための財源と人材の確保に工夫が必要」「ME 講座等へ

の社会貢献が教員の業績になりにくいこと」などが挙げられる。 

 

 
 

協議日 2018年 11月 27日（火） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 地域の建設業、土木技術を保持するための活動である。 

➢ 岐阜県はもともと橋やトンネルが多い地域であり、危機意識が高い。 

➢ 平成 29年時点合格者数 412名 

 

  

 

156 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P242-P243 
157 六郷教授ヒアリング時提供資料および岐阜県 HP（https://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-

kiban/doro/doro-iji/11657/maintenance-expert.data/syakaikibann_menntenannsuekisupa-to.pdf） 

https://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/doro/doro-iji/11657/maintenance-expert.data/syakaikibann_menntenannsuekisupa-to.pdf
https://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/doro/doro-iji/11657/maintenance-expert.data/syakaikibann_menntenannsuekisupa-to.pdf
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表 15.32 個別調査票【整理番号 2018 NO.29】158 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道守制度 

研究機関/研究者 長崎大学 松田教授、中村教授、西川准教授 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容159 ■制度内容 

➢ 道守養成ユニットとは、長崎大学が長崎県と連携して、長崎県の重要な社会資

本である道路インフラ施設の維持管理に関する知識・技術の習得を目的とした

養成プロジェクト。 

➢ コースには、「道守補助員」→「道守補」→「特定道守」→「道守」という 4 つのコ

ースがある。 

 
 

協議日 2018年 12月 27日（木） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 長崎大学、長崎県、地元企業、地元自治体、各 OB 退職者、一般市民と連携し

て、インフラの維持管理および人材育成を行う仕組みを構築している。 

➢ 平成 30 年 2 月時点で合計 769 名（道守 31 名、特定道守 63 名、道守補 260

名、道守補助員 415名） 

 

  

 

158 道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告書,2019、JICA、

P244-P245,日本高速往路インターナショナル㈱，大日本コンサルタント㈱，（一社）国際建設協会 
159 長崎大学松田教授ヒアリング時提供資料 
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表 15.33 個別調査票【整理番号 2018 NO.30】160 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 東北インフラマネジメントプラットフォームの構築と展開 

研究機関/研究者 東北大学 久田真 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容161 ■研究内容 

➢ 高速道路会社の維持管理システムを元に、自治体向けのＤＢシステムを構築

し、自治体への導入支援を行ったものである。現在、山形県において展開をし

ている。 

➢ ＤＢ化によって、例えば、海岸域と山間域において凍結防止剤による塩害状況

の差などが見えてくるのではないかと考えている。 

➢ システムの開発費はＳＩＰの研究費用によって整備されたものである。運営は、サ

ービスの提供（データ保存、診断のフィードバックなど）によって、受託費を頂い

ている。民間よりも若干安価な費用と考えている。 

 

 
 

協議日 2018年 12月 26日（水）意見交換 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 山形県および山形県内全 35市町村の橋梁点検データを一元管理 

➢ 橋梁診断書（カルテ）の入力：手作業約 3時間→データベース約 3分に 

 

  

 

160 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P246-P247 
161 SIP インフラ新技術地域実装活動報告書 
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表 15.34 個別調査票【整理番号 2018 NO.31】162 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 「橋のセルフメンテナンスふくしまモデル」の構築と実践 

研究機関/研究者 日本大学工学部土木工学科 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容163 ■研究目的 

➢ チェックシートと橋マップで地域の橋を予防保全する 

 

■研究内容 

➢ 一般市民でも日常点検や緊急時に通報できるツールとして「簡易橋梁点検チェ

ックシート」を制作 

→高欄、地覆、照明、排水桝周辺、舗装、伸縮装置の 6項目を点検 

➢ 点検結果をもとに、どの橋梁が橋面上の汚れが多いかウェブ上で確認できる

「橋マップ」を制作 

→「橋マップ」から得られる情報：橋梁の位置、汚れ具合、竣工年、橋長、点検

日、点検時の橋梁写真、橋までのナビゲーション 

 
 

協議日 平成 30年 12月 7日（金） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 福島県内だけでなく全国複数の自治体へ展開中 

  

 

162 JICA:道路アセットマネジメント人材育成計画に関する基礎情報収集・確認調査報告

書.2019.P248-P249 
163 みんなで守る橋のメンテナンスネット（http://concretelab.sakura.ne.jp/wp/wp-

content/uploads/2016/06/e69cd8ebcd7438510cc656d83eac1087.pdf） 
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表 15.35 個別調査票【整理番号 2019 NO.1 西日本高速道路会社】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 社内体制および社外協働体制の構築等によるアセットマネジメント高度化 

研究機関/研究者 西日本高速道路㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 社内外の連携体制の強化等を通じて、維持管理体制の効率化、アセットマネジメン

トの高度化を図ること 

 

■研究内容 

➢ 上記目的達成のために下記の取組が実施されている。 

 

＜グループ会社一体となった維持管理体制＞ 

➢ 親会社である NEXCO 西日本、②エンジニアリング会社、③メンテナンス会社、④

パトロール会社、の観点の異なるグループ会社との協働により、効率的で多面的な

維持管理体制を構築している。 

➢ 具体的役割は、①は、対外調整を含んだ総合的マネジメント、②は、効率的な点検

計画立案や補修計画立案、③は、現場状況や損傷状況に応じた補修方法や施工

計画の立案、④は、損傷のタイムリーな損傷進行状況の提供、である。 

＜老朽化した構造物の大規模更新事業・大規模修繕事業＞ 

➢ 2015年からの 15年間で約 3兆円の予算での実施が確定している。 

➢ 具体的なメニューとしては、橋梁における床版取替、桁取替、桁補強、床版防水

工、土構造物でのグランドアンカー取換、トンネルのインバート設置等である。 

➢ 現在進行中の取組として、大規模更新事業・大規模修繕事業に特化した効率的な

維持管理サイクルの構築が図られている。 

＜災害対応力の強化＞ 

➢ 近年の気候変動を受け大雨等の災害規模が激甚化している現状。 

➢ その状況下、高速道路の災害対応力の強化を目的としたハード・ソフト両面からの

対策が実施されている。 

➢ 具体的には、既存高速道路施設の強靭化、他道路管理者との協定締結や、住民・

警察・自衛隊を巻き込んだ合同防災訓練などである。 

＜技術者トレーニングセンター＞ 

➢ NEXCO 西日本では、NEXCO 西日本やグループ会社の社員の高速道路に関す

る技術向上のために技術者トレーニングセンターを開設している。 

➢ 老朽化に伴い取換された構造物や供試体、模型などが展示されている。 

➢ 講義形式によるトレーニングに比べて、より確実な技術の修得に貢献しており、維

持管理技術の継承に貢献している 

協議日 令和 2年 3月 30日（月） 

協議結果概要 好事例：グループ会社一体となった維持管理体制について、効率的な維持管理体制

や、知見の蓄積・内部化という観点で好事例と考えられる。 

 

  



道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第 15 章   

15-44 

表 15.36 個別調査票【整理番号 2019 NO.2 本州四国連絡高速道路㈱】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 長大橋の維持管理技術（防食技術） 

研究機関 /研究

者 

本州四国連絡高速道路㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容
164 

■研究目的 

➢ 点検補修が困難だが非常に重要な構造部材である「吊橋主ケーブル」や「海中基礎」

を長寿命化させること 

■研究内容 

＜吊橋ケーブル送気乾燥システム＞ 

➢ 重要な構造部材である「吊橋主ケーブル」に対して設置する、発錆原因の１つである湿

気を排除するための乾燥空気の送気システム。 

➢ 世界的な標準として実装済だが、途上国では装備されていない例が多数確認されて

いる。 

 
 

＜海中基礎 電着防食工法＞ 

➢ 海水中に微弱電流を流し、海水中の CaイオンやMgイオン等の陽イオンを鋼ケーソン

表面に誘導することで、炭酸カルシウムや水酸化マグネシウム等を主成分とする物質

を付着させ被膜形成する電着防食工法 

 
協議日 令和元年 10月 8日（火） 

協議結果概要 ■展開可能な取組：維持管理のしやすい長大橋技術として、途上国に展開可能  

 

164 出典：本州四国連絡高速道路㈱提供資料 



道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第 15 章   

15-45 

表 15.37 個別調査票【整理番号 2019 NO.3 本州四国連絡高速道路㈱】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 長大橋の維持管理技術（点検作業効率化） 

研究機関/研究者 本州四国連絡高速道路㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容165 ■研究目的 

➢ 点検困難箇所に対する点検手法の確立 

■研究内容 

＜点検補修作業車の開発＞ 

➢ 多数の部材が存在し点検が困難な吊橋の補剛桁に対して、橋軸方向に移動可能

な点検補修作業車を開発。 

➢ 近接目視可能な範囲が大幅に増え、点検効率及び点検確実性の向上に寄与。 

 
＜主塔点検ロボットの開発＞ 

➢ 100ｍ超の高さで点検困難箇所である長大橋の主塔に対し、遠隔操作可能なカメ

ラ付き点検ロボットを開発。ロボットは添接板上も走行可能。 

➢ 点検効率及び点検確実性の向上に寄与。  

 
協議日 令和元年 10月 8日（火） 

協議結果概要 ■展開可能な取組：維持管理のしやすい長大橋技術として、途上国に展開可能  

 

165 出典：本州四国連絡高速道路㈱提供資料 

白色：検査路からの点検範囲（従来） 

青色：桁内面作業車から確認できる範囲 

緑色、赤色：桁外面作業車から確認できる範囲 

緑着色： 

赤着色： 

白着色： 
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表 15.38 個別調査票【整理番号 2019 NO.4 西日本高速道路会社エンジニアリング四国㈱】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 赤外線調査トータルサポートシステム（J システム） 

研究機関/研究者 西日本高速道路会社エンジニアリング四国㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容166 ■研究目的 

➢ コンクリート内部の浮きを効率的に把握すること  

■研究内容 

➢ 赤外線調査は、離れたところから面的にコンクリート構造物の損傷を検出する優れ

た非破壊検査手法。赤外線を活用することにより、コンクリート内部の浮きをピンポ

イントで把握することが可能。 

➢ スクリーニングとして当該技術を活用することで、その後の点検・補修作業を効率的

に行うこと可能。 

➢ 高性能な赤外線カメラの選定や、蓄積したノウハウを反映させた画像処理ソフトの

開発の結果、従来のコンクリート面を人力で叩いて調査する“打音点検”と遜色ない

検出精度となった。 

 

 
➢ コンクリート構造物調査で、国内では受注実績多数、海外でも受注実績あり。 

 
協議日 令和元年 11月 21日（木） 

協議結果概要 ■展開可能な取組：点検効率化に繋がる技術として、途上国に展開可能 

 

166 出典：西日本高速道路会社エンジニアリング四国㈱提供資料 
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表 15.39 個別調査票【整理番号 2019 NO.5 関東メンテナンスセンター】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 関東メンテナンスセンター 

研究機関/研究者 国土交通省 関東地方整備局  

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容167 ■関東メンテナンスセンターについて 

➢ 関東地方整備局の 52番目の事務所として、今年新設された事務所。来年度、地整

より移転予定。 

➢ 主な活動として、①戦略的効率的なメンテナンスの推進、②道路メンテナンスの高

度化、③各種相談窓口や研修の実施。今年の相談実績として、国道事務所より 6

件、自治体より 8件という状況。 

➢ メンテナンスの実務者は、各事務所の係長クラスが旗振りしているのが実情。診断

の判定の部分を関東メンテナンスセンターが引き受ける。ただし、すべでの橋梁と

いう訳にもいかないので、特殊橋や特定の橋などをフォローアップしている段階。 

➢ その他活動として、地方自治体の技術支援、点検の技術研修なども行っている。 

➢ メンテナンスセンターでも、ドローンや AI などの新技術の導入を予定しているところ

である。 

 
 

協議日 意見交換会：2019年 12月 26日（木） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取組 

➢ 道路メンテナンス会議の好事例としては、自治体の一括発注への支援や跨線橋点

検への鉄道会社との橋渡し役で、点検数を加速度的に増加できた点と考えてい

る。 

 

  

 

167 国土交通省関東地方整備局関東道路メンテナンスセンター
(https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000753252.pdf) 
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表 15.40 個別調査票【整理番号 2019 NO.6 大宮国道事務所】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 道路メンテナンス会議 

研究機関/研究者 国土交通省 関東地方整備局 大宮国道事務所 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容168 ■道路メンテナンス会議について 

➢ 道路メンテナンス会議自体では、細かなニーズまで拾いあげができていないが、維

持管理に積極的な自治体を集めたＷＧを設置していることが特徴である。会議自

体は、補修補強の優先順位を決めたりするような場ではなく、技術情報や研修情報

を共有する場となっている。 

➢ ＷＧでは、活動を通じた好事例を他の自治体に共有していくことが目的である。橋

梁点検要領の改訂に伴い、ドローンなどの新技術をすぐに取り込める体制を構築し

ておくことが重要と考えている。 

➢ 学識との連携については、埼玉大学に埼玉県橋梁メンテナンス研究会という研究

会があり、連携を行って、講師依頼などを行っている。 

 
■課題など 

➢ 埼玉県の特徴として、自治体数が 63 自治体あり、関東の他県と比較して自治体数

が多いのが特徴的である。 

➢ やはり自治体の課題としては、橋梁点検要領が出来て 5 年、さらに改訂版なども発

行され、予算の不足、技術者の不足、いかに効率化が図れるか、が課題と認識して

いる。 

協議日 意見交換会：2019年 12月 24日（火） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取組 

➢ 開発途上国へ展開可能な取組としては、橋梁に関する基礎知識や新技術に関す

る講習会や勉強会を開催している。また、国道事務所が維持管理の相談窓口とし

ては、保全対策官が相談窓口として対応することとなっているが、直接国道事務所

への相談は少ない。基本、市町村は県土整備事務所を相談窓口として相談してい

るものと想定している。 

➢ 緊急度や優先度によっては、直轄診断という制度もあり、市町村に代わって直轄が

代行するような仕組みも施行されている。 

  

 

168 国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所
(https://www.ktr.mlit.go.jp/oomiya/oomiya_maintenance01.html) 
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表 15.41 個別調査票【整理番号 2019 NO.7 富山市】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 人材育成の取り組み等 

研究機関/研究者 富山市 植野建設技術統括監 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■人材育成の取組について 

➢ 富山市職員を対象に「植野塾」と称した技術伝承・人材育成の取組を行っていると

ころ。現在、6年目、月 1回ぐらいのペースで、現在 50 回以上開催している。 

➢ 当初は、維持管理に特化していたが、最近ではインハウスエンジニアの育成という

視点で、技術者心得、談合防止などを含む契約制度、新技術の使い方などを講義

している。 

➢ また、若手に向けて、現場や工場見学なども積極的に取り入れている。 

 

■点検 2巡目に向けての課題 

➢ 現在、富山市では、2200橋の橋梁を管理しており、基本計画・補修計画・耐震計画

を実施して、随時見直しを行っている。特に、橋梁維持に関しては、橋梁トリアージ

と題し、優先順位付けを行っているが、予算との兼ね合いもあり、補修計画どおりの

進捗ではない。 

➢ 維持管理において、市民を巻き込む協働の取組を行ったが、「道路維持管理は行

政サービスではないか」といった反対意見もあり、富山市ではうまくいっていない。ま

た、郵便局員とも連携して、維持管理に関するトラブル通報を行う取組を行っている

が、本来業務が優先されるため、一件も通報がない状況である。 

 

■新技術について 

➢ 点検要領（案）のカタログにあるような技術は、使用する見込みは今のところない。 

➢ 何かトラブルがあった際の責任の所在に困り、簡単に導入するという訳にはいかな

い。 

協議日 意見交換会：2020年 1月 16日（木） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取組 

➢ 公募により補修技術の試験施工フィールドを提供し、技術評価を行う富山市独自の

「補修オリンピック」の活動については、大学の先生を巻き込んで評価する仕組みを

整備しているところ。施工性や 5 年後の経年変化について、評価を行っていく。実

際に、使える技術は、どんどん展開していく予定である。 
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表 15.42 個別調査票【整理番号 2019 NO.9 土木研究所】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル  

研究機関/研究者 土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■土木研究所および構造物メンテナンス研究センターについて 

➢ プラットフォームの活動については、現地ニーズを広げる活動として良い取組だと

考えているので、京都大学の木村先生、杉浦先生とも共有願いたい。また、連携大

学としても、様々な大学と連携があると良い。 

➢ CAESAR は、道路局所管の研究所である。各地方整備局からの相談窓口や実橋

を用いた臨床研究などを行っており、設計基準の改訂に関わる研究などが主な活

動である。CAESAR スタッフは、30名程度。 

➢ 土研全体のなかでは、地震やメンテナンスの橋梁分野を担当している。 

■途上国向けの技術展開について 

➢ 国立の研究所なので、民業圧迫とならない分野・範囲の研究が原則。なので、主た

る活動は、技術評価を行う立場である。 

➢ もしあるとすれば、技術相談という形をとって、AI 点検診断の高度化やノウハウを伝

えるというようなスキームが構築できるのではないか。 

➢ 最近のトピックスとしては、中性子を使った技術、床板の土砂化を電磁レーダーで

探査する技術などの紹介が可能。JICA との協働により研究費の支援ができると、さ

らに活動の幅が広げられると考えられる。 

協議日 意見交換会：2020年 1月 29日（水） 

協議結果概要 好事例・展開可能な取組 
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表 15.43 個別調査票【整理番号 2019 NO.8 君津市】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル ドローンを活用した橋梁点検の実証実験 

研究機関/研究者 千葉県君津市 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容169 ■実証実験の概要 

1. 期間：令和 2年 3月 31日まで 

2. 方法：市職員がドローンを操縦、

映像を撮影することによる橋梁点

検 

3. 対象：市内 227橋のうち 20 橋程

度（道路・線路を跨いでいる橋梁

を除く） 

4. 内容：撮影手法の検討と映像分

析、当該手法の導入が可能な橋

梁の選定、映像データの保管等 

5. 本格運用：令和 2年度（実証実

験の効果を踏まえて実施を検討） 

 

■実証実験に取り組む背景とドローンを活用した取組 

平成 29年に㈱アイネットと Dアカデミー㈱が市内にドローン飛行場を開設したことを

契機として、災害連携協定の締結をはじめ、PR動画の撮影や猿の生態調査等を

実施するとともに、ドローンを活用したまちづくりの推進を目指し、職員の育成に

取り組んできました。本実証実験は、市が開催した職員研修等を受講した職員の

発案によりスタートするもの。 

 

■本格運用時に期待される効果 

1. 多くの橋梁で職員による点検が可能となるため点検費用が大幅削減 

2. 縮減した費用を補修にまわすことで橋梁の長寿命化を推進 

3. 点検に伴う交通規制の緩和による利用者の負担軽減 

4. 職員自らが点検を行うことによる技術・意識の更なる向上 

5. ドローンを活用したまちづくりの発信による市の認知度向上 

協議日 現地視察：2019年 9月 26日（木） 

協議結果概要 ■現状成果 

➢ 君津市はシステム開発のアイネット、ドローンスクール運営会社の D アカデミーと

実証実験に関する覚書を締結している。ドローン用飛行場の開設、機体の貸し出

し、操縦・撮影の指導、撮影映像の編集・保管を行うもの。 

➢ 市は、「ドローン点検×AI」の導入により、橋梁構造物の健全度Ⅲを見落とさないこ

とを目標としている。 

 

  

 

169 君津市道路整備課(https://www.city.kimitsu.lg.jp/soshiki/30/20584.html) 
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表 15.44 個別調査票【整理番号 2019 NO.10】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 構造物点検ロボットシステム「SPIDER」 

研究機関/研究者 ➢ ルーチェサーチ㈱ 

➢ ㈱建設技術研究所 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 飛行型ロボット（橋梁点検専用ドローン）に搭載したカメラで構造物表面を近接撮影

する。撮影した画像は高精細であり、0.1mm のひび割れも検出可能。 

➢ 飛行型ロボットは、風速 10m/sまで飛行可能であり、安全に安定して撮影することが

できるようになっている。撮影自体も高品質なものが計測できるようにカメラを機体

上部に取り付け可能で任意の角度で対象物を撮影することもできるようになってい

る。 

➢ ロボットで撮影された画像は数千枚に及ぶため、数千枚の画像全てを確認すると

いう煩雑な作業を極力軽減する必要が発生する。そのため、撮影された画像を用

いて合成画像（オルソ画像）の作成を行っており、数千枚の画像を全てチェックしな

くても損傷箇所の位置と全体損傷状況を明確に把握できる。合成画像からひび割

れや遊離石灰といった表面損傷を抽出でき、CAD にもインポートが可能になって

いる。また、撮影画像からは高精細 3Dデータを生成可能で、構造物の 3次元管理

にもつなげることができる。 

➢ 画像処理によって得られた詳細な合成画像（オルソ画像）及び 3D 画像から損傷を

抽出し、損傷図や点検調書の作成を支援する。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.45 個別調査票【整理番号 2019 NO.11】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 非 GPS環境対応型ドローンを用いた近接目視点検支援技術 

研究機関/研究者 ➢ 三信建材工業㈱ 

➢ ㈱自律制御システム研究所 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 非 GPS環境対応型ドローンに高解像度カメラを搭載し、構造物を撮影。 

➢ ドローンは GPS 衛星に頼らない自己位置推定機能と衝突回避機能を備えており、

完全自動飛行にて近接撮影を行うことが可能。 

➢ 撮影画像はCAD図面と合成し、解析ソフトウェアを用いて写真上で異常個所をトレ

ースすることにより損傷個所と損傷程度を把握 

➢ それらの情報を基に、点検調書に記録 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.46 個別調査票【整理番号 2019 NO.12】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル マルチ・コプタによる近接撮影と異状箇所の 2次元計測 

研究機関/研究者 夢想科学㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 外観目視点検を上部に高画質カメラ搭載したドローン（UAV）にて撮影。3D モデル

やオルソ画像を高密度で構築することにより、点検対象の全体の記録をエビデンス

として提出できる。また、現場工数や規制などの負荷低減が可能となり、点検作業

の効率化、コスト削減が期待できる。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.47 個別調査票【整理番号 2019 NO.13】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル マルチ・コプタを利用した橋梁点検システム（マルコ™） 

研究機関/研究者 ➢ 川田テクノロジーズ㈱ 

➢ 大日本コンサルタント㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 当該技術は、3 次元空間を自由に移動することが可能な UAV（4 枚プロペラ型ドロ

ーン）にデジタルカメラを搭載することにより、従来、人間が容易に近接できない位

置の部材表面の点検写真を撮影する技術である。 

➢ 点検写真は、その目的から一定の精細さ、言い換えると機体（カメラ）と部材の間隔

を一定に保つ必要があるが、操縦者と機体が離れると操縦が困難になる。これに対

し本技術は、機体（カメラ）と部材の間隔を自動で一定に保つ飛行制御機能（※1）

を備えており、操縦者から機体が離れても操縦が容易である。 

➢ またカメラは水平維持機能を有するスタビライザーに搭載されており、機体に揺動

があっても常に安定した姿勢で画像を取得できる。 

➢ 以上の特徴より、高橋脚など人間が容易に近接できず、また、操縦者と機体が離れ

てしまうケースに適性がある。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.48 個別調査票【整理番号 2019 NO.14】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 「橋梁点検カメラシステム視る・診る」による近接目視、打音調査等援助・補完技術 

研究機関/研究者 ➢ ジビル調査設計㈱ 

➢ 有限会社インテス 

➢ 福井大学 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 橋面上の操作ベースマシーンより桁下にアームを挿入し、アーム上を稼動する各

種点検台車を遠隔操作で近接目視・打診点検を支援する。 

➢ 橋梁点検車の使用が困難な橋梁の定期点検作業において、吊り足場・大型橋梁

点検車・ロープアクセス等の特殊な仮設を使用せずに、橋面上設置した幅 1ｍ程度

の作業ベースマシーンを使用して、必要最小限の通行規制により落ち着いた作業

環境で安心して点検を行う事が可能。（搭載機能） 

➢ 機種は橋梁規模に応じて 2 種類より選択可能。（スタンダード機・ハイグレード機）、

高精細ビデオカメラによる近接撮影での損傷状況の確認と静止画記録及び動画記

録。 

➢ クラックゲージシステムによりひび割れ幅の測定が可能、レーザーポインター測定

装置（直径 200mm）により浮き・剥離などの面的な損傷形状の測定可能。 

➢ 赤外線サーモ・グラフィーによるコンクリート表面の浮き・漏水箇所のスクリーニング

が可能、回転式打診装置によるコンクリート浮きの打診点検が可能。 

➢ 狭隘点検カメラシステムによる支承周辺等の狭隘個所の点検可能。 

➢ 噴出清掃メンテナンスロボットでの高圧散水機能で堆積土砂等の点検障害物の除

去可能、点検作業の過程を動画で記録可能で、点検漏れ、事務所での再確認が

可能 

➢ ネット回線で点検動画をリアルタイムで遠隔地に配信可能で現場と事務所の相互

通信により遠隔地診断が可能、点検結果は 2次元点検調書に記録 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.49 個別調査票【整理番号 2019 NO.15】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁等構造物の点検ロボットカメラ 

研究機関/研究者 ➢ 三井住友建設㈱ 

➢ ㈱日立産業制御ソリューションズ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 点検員が近接するのに足場や脚立、梯子、ロープアクセス等を必要とする部位に

対して、それらを必要とすることなく、離れた場所よりカメラで視準して点検すること

を可能とする機械である。 

➢ 点検ロボットカメラの向き、倍率（光学 30 倍ズーム）、撮影等を操作端末（タブレット

PC）から遠隔操作する。操作は容易である。 

➢ 操作端末にクラックスケール、Ｌ型スケールを表示することができ、損傷の大きさを

定量的に計測可能である。 

➢ また、点検カメラおよびポールユニットの装置一式は、軽量で、可搬性があり、設置

も容易である。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.50 個別調査票【整理番号 2019 NO.16】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁下面の近接目視支援用簡易装置「診れるんです」 

研究機関/研究者 ➢ 東北工業大学 

➢ O・T・テクノリサーチ㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 橋梁両側高欄部より橋軸直角方向に吊下げられた、最長 12m の両端ヒンジのアル

ミ製棒部材（最大でも約 2m 以下に分解可能で、各部材を、特製の接続用部品を

用いてキャンバーが付くように接続）に固定した最大 6 台のカメラを用いて、床版下

面・桁等をタブレット端末で常時リアルタイムに確認し、静止画撮影・保存します。

装置全体を橋軸方向に所定の間隔で逐次移動させることで、床版下面・桁等全体

の撮影が可能となる。 

➢ 各カメラは、カメラへの電力供給を伴う PoE 対応 HUB と有線 LAN 接続され、さら

にHUBに繋がるWiFiルーターと無線接続されたタブレットから、専用のアプリを用

いて各カメラへのパン・チルト・ズーム・露出調整、撮影の操作を行います。撮影画

像はタブレット内に保存されます。なお、HUB と Wi-Fi ルーターへの電力供給は、

充電式の小型電源装置より行う。 

➢ 上記の仕様により、極めて機械・電気・LAN 環境的にトラブルが少ない、安定した

点検作業が長時間可能となります。また、装置一式は小型乗用車でも運搬可能で

あり、少ない通行規制の下、最低 2名での点検が可能である。 

➢ 撮影した全画像は、一括して専用の Excel マクロ処理で読み込むことにより簡易的

に画像合成され、損傷位置特定を支援します。なお、損傷写真の抽出、損傷程度

の評価（ひび割れ幅・ひび割れ長さの計測等も含む）は、撮影した写真をコンピュ

ータディスプレイ上で確認することで実施する。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.51 個別調査票【整理番号 2019 NO.17】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル ポール打検機 

研究機関/研究者 ➢ 日本電気㈱ 

➢ 一般財団法人首都高速道路技術センター 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 橋梁点検における高所の打音検査を支援する、打音検査ポール打検機 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.52 個別調査票【整理番号 2019 NO.18】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 橋梁点検支援ロボット 

研究機関/研究者 ➢ ジビル調査設計㈱ 

➢ 有限会社インテス 

➢ 福井大学 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 橋面上の操作ベースマシーンより桁下にアームを挿入し、アーム上を稼動する各

種点検台車を遠隔操作で近接目視・打診点検を支援する。 

➢ コンクリート表面のかぶりコンクリートのうき・剥離の検出機能として、赤外線サーモ・

グラフィーによる変温部検出機能と、回転式打診機能による直接打診機能を有す

る。 

➢ 橋梁点検車の使用が困難な橋梁の定期点検作業において、吊り足場・大型橋梁

点検車・ロ-プアクセス等の特殊な仮設を使用せずに、橋面上設置した幅 1ｍ程度

の作業ベースマシーンを使用して、必要最小限の通行規制により落ち着いた作業

環境で安心して点検を行う事が可能。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.53 個別調査票【整理番号 2019 NO.19】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システム 

研究機関/研究者 ➢ 新日本非破壊検査㈱ 

➢ 共同開発者：名古屋大学、九州工業大学、北九州工業高等専門学校 

➢ 共同開発者：福岡県工業技術センター機械電子研究所 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 有線式のマルチ・コプタ上部に車輪駆動機構と点検機構を搭載、マルチ・コプタの

飛行機能で橋梁の床版など人が容易に近づけない部位に接近、車輪を押し当て

て走行しながら、カメラによる撮影と打音検査を実施する有線式の飛行型点検ロボ

ットである。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.54 個別調査票【整理番号 2019 NO.20】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル コンクリート構造物変形部検知システム「BLUE DOCTOR」 

研究機関/研究者 ➢ ㈱オンガエンジニアリング 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 1 秒間に 4 打撃と連続打撃する自動ハンマーと弾性（反射）波を検出する磁歪セン

サが 50mm 間にて一体型ユニットとなっており、トンネル・橋梁等のコンクリート構造

物のうき・剥離など欠損部（空隙）の有・無及び深さを、リアルタイムに判定して結果

を LED表示することが可能な技術である。（検査結果の定量化） 

➢ 従来型の衝撃弾性波法のようにセンサをコンクリート面に接着・固定することなく走

行しながら計測することができるので、従来型に比べ格段に検査速度が速い。（移

動式衝撃弾性波法）また、打音点検で見つけにくい比較的深い欠損部（70mm～

260mm）も検出可能で、打音検査を補助する技術である。 

➢ オプションにて、損傷位置に自動スプレーマーキングする機能を付加することがで

きる。 

➢ ロボットなどに複数台搭載することで、検査の自動化・高速化ができ、また判定結果

と位置情報を結合することでリアルタイムにマッピングして損傷図を生成することが

可能である。 

➢ 打音点検前のスクリーニングとして活用することで、効率的に打音検査を行うことが

できる技術である。 

協議日  

協議結果概要  
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表 15.55 個別調査票【整理番号 2019 NO.21 北陸 SIP チーム】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル 北陸 SIP チーム 

研究機関/研究者 金沢大学：久保准教授 

金沢工業大学：鹿田副学長、宮里教授 

福井大学：鈴木准教授 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■北陸 SIP チームの活動について 

➢ 北陸版のマニュアルやガイドラインを作成している。 

➢ RC 構造物の複合劣化機構の解明とその対策。 

➢ 地方自治体へのヒアリング調査の実施。 

➢ 市町村に適した補修工法のデータ蓄積。 

➢ 市町村職員や地元コンサルタントに向けた技術展示会。昨年実績では、150 名

程度の参加。 

➢ 市町村向けの維持管理の手引きを工法選定の指南書として、有効活用しても

らっている。 

協議日 意見交換会：2020 年 1 月 16 日（木） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取組 

➢ 大学と地方自治体の連携。大学側はマニュアルやガイドラインを作成し、地

域へ実装し、データ蓄積分析を行い、さらにそれをフィードバックする取組

となっている。 
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表 15.56 個別調査票【整理番号 2019 NO.22 琉球大学】 

項目 内容 

基本項目 

研究タイトル SIP 地域実装 

研究機関/研究者 琉球大学 下里教授、富山准教授、須田助教、田井助教 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■琉球大学の活動について 

➢ 参考として、次年度に岐阜大学のザンビア留学生（博士取得）が琉球大学

の特任講師として受け入れることとなっている。 

➢ リバースイノベーションという取組は、素晴らしい取組である。現在、フ

ィリピンからの長期留学生を通じて、DPWH に対して沖縄で開発した技

術を導入する試みを行っているところ。 

➢ また、琉球大学では、地域貢献・国際貢献をキーワードとしており。琉球

大学の院生を DPWH にインターンシップとして送り込むことを検討して

いる。同様にたわみ計を使った取組を、DPWH に照会をかけている。 

 

■SIP 地域実装について 

（富山先生） 

➢ UAV+ひび割れ画像診断について、大成建設+地元企業（岡部メンテ、NPO

法人グリーンアース）というコラボレーションを実施している。現在では、

地元企業が元請けやコンサル下請けとして活動している状況。 

（田井先生） 

➢ 沖縄地区特融の鋼構造防食マニュアルを国や県と協同して策定している。

海に囲まれた沖縄の特徴として、特にボルトや端部の腐食が著しい。そこ

で、ボルトに対しては、透明型のボルトキャップの開発（接着剤が少なく、

維持管理しやすい工夫がなされている）やコールドスプレイ工法と呼ばれ

る超高圧で金属紛体を吹き付ける技術を開発している。これらの技術につ

いて、前述した留学生を通じて DPWH に試験施工を打診している。 

（下里先生） 

➢ GE 制度（グローバルエンジニア）という日本人向け、集中講座の取組を

検討している。3 月上旬、JICA の総論的な講座と運輸交通分野の講義、2

講義についてご協力をお願いしたい。 

協議日 意見交換会：2020 年 1 月 20 日（月） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取組 
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15.2  国内支援委員配布資料 

15.2.1  国内支援委員会（準備会） 

15.2.1.1  2018年度業務まとめ 
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15.2.1.2  2019年度インセプションレ・ポート 
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15.2.1.3  課題別研修の体系化 
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15.2.1.4  国内動向調査 
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15.2.1.5  国内支援委員会 設立趣旨 
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15.2.1.6  国内支援委員会設置要領（案） 
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15.2.1.7  今後の予定（案） 
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15.2.1.8  JICA開発大学院連携構想/プラットフォーム活動 
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15.2.2  国内支援委員会（第 1回） 

15.2.2.1  国内支援委員会設立趣旨 
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15.2.2.2  国内支援委員会 設置要領（案） 

 

15.2.2.3  道路 AM評価シート変更点 
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表 15.57道路 AM評価シート変更点（その 1） 

 

1 点検を実施していない 点検を実施していない

2 点検を不定期に実施している 点検を不定期に実施している

3 点検を定期的に実施している 点検を定期的に実施している

4

5

1 点検を実施していない 点検を実施していない

2 点検を不定期に実施している 点検を不定期に実施している

3 点検を定期的に実施している 点検を定期的に実施している

4

5

1 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている

2 組織内責任者存在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている

3 外部委託者の評価が行われ、契約文書で責任、権限、内容が明確に定めれれている 上記内容に従って外部委託者が選定されている 上記内容に従って外部委託者が選定されている

4 成果目標達成のための情報共有がなされている 外部委託者の評価が行われている 外部委託者の評価が行われている

5 受託者が自主的に成果改善できる制度がある 上記に加え、外部委託者の継続的な改善が行われている 上記に加え、外部委託者の継続的な改善が行われている

1 点検は実施していない 点検は実施していない

2 点検は実施しているが、限定的 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している

3 管轄路線の50%以上の道路延長を実施している 管轄路線の50%以上の道路延長を実施している

4 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している

5 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している

1 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない

2 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない

3 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている

4 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている

5 点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている

1 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている

2 組織内責任者存在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている

3 外部委託者の評価が行われ、契約文書で責任、権限、内容が明確に定めれれている 上記の内容に従って外部委託が実施されている 上記の内容に従って外部委託が実施されている

4 成果目標達成のための情報共有がなされている 外部委託業務の評価が行われている 外部委託業務の評価が行われている

5 受託者が自主的に成果改善できる制度がある 上記に加え、外部委託業務の継続的な改善が行われている 上記に加え、外部委託業務の継続的な改善が行われている

1 点検は実施していない 点検は実施していない

2 点検は実施しているが、限定的 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している

3 管轄路線の50%以上の道路延長で点検を実施している 管轄路線の50%以上の道路延長で点検を実施している

4 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している

5 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している

1 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない

2 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない

3 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている

4 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている

5 点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている

1 点検マニュアルは整備されていない 点検マニュアルは整備されていない

2 点検マニュアルは部分的に整備されている 点検マニュアルは部分的に整備されている

3 点検マニュアルは整備されている 点検マニュアルは整備されている

4 整備された点検マニュアルの運用に基づき、点検マニュアルの評価が行われている 整備された点検マニュアルの運用に基づき、点検マニュアルの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている

1 点検マニュアルは運用されていない 点検マニュアルは運用されていない

2 一部の路線で点検マニュアルは運用されている 一部の路線で点検マニュアルは運用されている

3 全路線で点検マニュアルは運用されている 全路線で点検マニュアルは運用されている

4 全路線で点検マニュアルは運用されているが、見直しは行われていない 削除

5 全路線で点検マニュアルは運用されており、定期的かつ必要に応じて行われている 削除

1 点検マニュアルは整備されていない 点検マニュアルは整備されていない

2 点検マニュアルは部分的に整備されている 点検マニュアルは部分的に整備されている

3 点検マニュアルは整備されている 点検マニュアルは整備されている

4 整備された点検マニュアルの運用に基づき、整備された点検マニュアルの評価が行われてい

る

整備された点検マニュアルの運用に基づき、整備された点検マニュアルの評価が行われてい

る5 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている

1 点検マニュアルは運用されていない 点検マニュアルは運用されていない

2 一部の路線で点検マニュアルは運用されている 一部の路線で点検マニュアルは運用されている

3 全路線で点検マニュアルは運用されている 全路線で点検マニュアルは運用されている

4 全路線で点検マニュアルは運用されているが、見直しは行われていない 削除

5 全路線で点検マニュアルは運用されており、定期的かつ必要に応じて行われている 削除

1 点検機器が整備されていない 点検機器が整備されていない

2 基本的な点検機器が整備されているが使用されていない 基本的な点検機器が整備されているが使用されていない

3 基本的な点検機器は使用されている 基本的な点検機器は使用されている

4 基本的な点検機器は使用されているが、最新の点検機器は整備されているが使用されてい

ない

上記に加え、最新の点検機器は整備されているが使用されていない 上記に加え、最新の点検機器は整備されているが使用されていない

5 最新の点検機器が整備され使用されている 上記に加え、最新の点検機器が使用されている 上記に加え、最新の点検機器が使用されている

運用されている状

態が満点

運用されている状

態が満点

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

舗装

点検

日常点検

定期点検

日常

点検

体制

外注

状況

日常点検の記録シートを確認

点検頻度や体制が明記された規定類

を確認

定期点検の記録シートを確認

点検頻度や体制が明記された規定類

を確認

外注に関する組織内責任者を特定す

る、また、前年度の外部委託先決定時

の評価を確認する。契約文書にて委託

先の責任・権限・内容が定められている

か確認

土木の知識があるとは大学の土木工学

科相当の教育。点検教育を受けている

とは点検に関する研修や講習会を受

講。継続的な点検教育とは3年に一度

程度の点検教育受講

外注に関する組織内責任者を特定す

る、また、前年度の外部委託先決定時

の評価を確認する。契約文書にて委託

先の責任・権限・内容が定められている

か確認

土木の知識があるとは大学の土木工学

科相当の教育。点検教育を受けている

とは点検に関する研修や講習会を受

講。継続的な点検教育とは3年に一度

程度の点検教育受講

点検マニュアルに点検頻度、点検体

制、点検方法、点検範囲、点検結果の

記録が含まれているかどうかで判断

点検員の技術

レベル

点検

範囲

点検員の技術

レベル

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目を明確化

細目を明確化

細目を明確化

細目を明確化

定期点検

マニュアル

定期点検マ

ニュアル整備

定期点検マ

ニュアル運用

日常点検

マニュアル

日常点検マ

ニュアル整備

日常点検マ

ニュアル運用

定期

点検

体制

外注

状況

点検

範囲

舗装点検機器

運用されているかどうかは、点検記録の

集計表を見て確認

点検マニュアルに点検頻度、点検体

制、点検方法、点検範囲、点検結果の

記録が含まれているかどうかで判断

運用されているかどうかは、点検記録の

集計表を見て確認

点検機器とは下記を指す

　・舗装IRI測定機

　・ポットホール測定メジャー

　・ひび割れ幅測定ゲージ
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表 15.58道路 AM評価シート変更点（その 2） 

 

 

1 点検を実施していない 点検を実施していない

2 点検を不定期に実施している 点検を不定期に実施している

3 点検を定期的に実施している 点検を定期的に実施している

4

5

1 点検を実施していない 点検を実施していない

2 点検を不定期に実施している 点検を不定期に実施している

3 点検を定期的に実施している 点検を定期的に実施している

4

5

1 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 組織内責任者不在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている

2 組織内責任者存在、外部委託者の評価がされないまま外部委託されている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている 外部委託者の評価方法が定められ、契約文書で責任、権限、内容が定められている

3 外部委託者の評価が行われ、契約文書で責任、権限、内容が明確に定めれれている 上記の内容に従って外部委託が実施されている 上記の内容に従って外部委託が実施されている

4 成果目標達成のための情報共有がなされている 外部委託業務の評価が行われている 外部委託業務の評価が行われている

5 受託者が自主的に成果改善できる制度がある 上記に加え、外部委託業務の継続的な改善が行われている 上記に加え、外部委託業務の継続的な改善が行われている

1 点検を実施していない 点検を実施していない

2 点検は実施しているが限定的 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している 管轄路線の50%以下の道路延長を実施している

3 管轄路線の50%以上の道路延長で点検を実施している 管轄路線の50%以上の道路延長で点検を実施している

4 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している 管轄路線の75%以上の道路延長で点検を実施している

5 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している 管轄路線の100%の道路延長で点検を実施している

1 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない 点検員は土木に知識は無く点検教育も受けていない

2 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない 点検員は土木の知識はあるが点検教育は受けていない

3 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている 点検員は土木の知識は無いが点検教育は受けている

4 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている 点検員は土木の知識はあり点検教育は受けている

5 点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている 上記に加え、点検員は点検教育を継続的に受けている

1 点検マニュアルは整備されていない 点検マニュアルは整備されていない

2 点検マニュアルは部分的に整備されている 点検マニュアルは部分的に整備されている

3 点検マニュアルは整備されている 点検マニュアルは整備されている

4 整備された点検マニュアルの運用に基づき、点検マニュアルの評価が行われている 整備された点検マニュアルの運用に基づき、点検マニュアルの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている 上記の評価に基づいて、点検マニュアルの継続的な改訂が行われている

1 点検マニュアルは運用されていない 点検マニュアルは運用されていない

2 一部の路線で点検マニュアルは運用されている 一部の路線で点検マニュアルは運用されている

3 全路線で点検マニュアルは運用されている 全路線で点検マニュアルは運用されている

4 全路線で点検マニュアルは運用されているが、見直しは行われていない 削除

5 全路線で点検マニュアルは運用されており、定期的かつ必要に応じて行われている 削除

1 点検機器が整備されていない 点検機器が整備されていない

2 基本的な点検機器が整備されているが使用されていない 基本的な点検機器が整備されているが使用されていない

3 基本的な点検機器は使用されている 基本的な点検機器は使用されている

4 基本的な点検機器は使用されているが、最新の点検機器は整備されているが使用されてい

ない

上記に加え、最新の点検機器は整備されているが使用されていない 上記に加え、最新の点検機器は整備されているが使用されていない

5 最新の点検機器が整備され使用されている 上記に加え、最新の点検機器が用されている 上記に加え、最新の点検機器が用されている

1 損傷の原因究明は行われていない 損傷の原因究明は行われていない

2 損傷の原因究明は部分的に行われている 損傷の原因究明は部分的に行われている

3 重要な部分ついては損傷の原因究明が行われている 重要な部分ついては損傷の原因究明が行われている

4 体系的に損傷の原因究明が行われている 体系的に損傷の原因究明が行われている

5 損傷原因究明が維持管理全体の改善に活用されている 損傷原因究明が維持管理全体の改善に活用されている

1 損傷のランク分けはなされていない 損傷のランク分けはなされていない

2 損傷のランク分けはなされているが改善の余地が大きい 損傷のランク分けはなされているがランクの定義が不明確である 損傷のランク分けはなされているがランクの定義が不明確である

3 損傷のランク分けはなされており、改善の余地も少ない 損傷のランク分けがなされており、ランクの定義も明確である 損傷のランク分けがなされており、ランクの定義も明確である

4 損傷原因究明に基づき、損傷ランクの評価が行われている 損傷原因究明に基づき、損傷ランクの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、損傷ランクの見直しが、継続的に行われている 上記の評価に基づいて、損傷ランクの見直しが、継続的に行われている

1 損傷の原因究明は行われていない 損傷の原因究明は行われていない

2 損傷の原因究明は部分的に行われている 損傷の原因究明は部分的に行われている

3 重要な部分ついては損傷の原因究明が行われている 重要な部分ついては損傷の原因究明が行われている

4 体系的に損傷の原因究明が行われている 体系的に損傷の原因究明が行われている

5 損傷原因究明が維持管理全体の改善に活用されている 損傷原因究明が維持管理全体の改善に活用されている

1 損傷のランク分けはなされていない 損傷のランク分けはなされていない

2 損傷のランク分けはなされているが改善の余地が大きい 損傷のランク分けはなされているがランクの定義が不明確である 損傷のランク分けはなされているがランクの定義が不明確である

3 損傷のランク分けはなされており、改善の余地も少ない 損傷のランク分けがなされており、ランクの定義も明確である 損傷のランク分けがなされており、ランクの定義も明確である

4 損傷原因究明に基づき、損傷ランクの評価が行われている 損傷原因究明に基づき、損傷ランクの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、損傷ランクの見直しが、継続的に行われている 上記の評価に基づいて、損傷ランクの見直しが、継続的に行われている

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目を明確化

細目を明確化

細目をPDCAサイク

ル化

運用されている状

態が満点

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

点検の記録シートを確認

点検頻度や体制が明記された規定類

を確認

外注に関する組織内責任者を特定す

る、また、前年度の外部委託先決定時

の評価を確認する。契約文書にて委託

先の責任・権限・内容が定められている

か確認

土木の知識があるとは大学の土木工学

科相当の教育。点検教育を受けている

とは点検に関する研修や講習会を受

講。継続的な点検教育とは3年に一度

程度の点検教育受講

点検マニュアルに点検頻度、点検体

制、点検方法、点検範囲、点検結果の

記録が含まれているかどうかで判断

運用されているかどうかは、点検記録の

集計表を見て確認

点検機器とは下記を指す

　・ひび割れ幅測定ゲージ

　・コンクリート強度測定器

点検

体制

外注

状況

点検

範囲

点検員の技術

レベル

点検

マニュア

ル

点検マニュア

ル整備

点検マニュア

ル運用

橋梁点検機器

橋梁

点検

日常点検

定期点検

橋梁

診断

損傷原因

の究明

損傷度のランク分け

走行車両や道路構造物に与える影響

を考慮して、緊急に補修すべき個所を

抽出しているかどうかで判断

大項目：点検

舗装

診断

損傷原因

の究明

損傷度のランク分け

走行車両や道路構造物に与える影響

を考慮して、緊急に補修すべき個所を

抽出しているかどうかで判断
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表 15.59道路 AM評価シート変更点（その 3） 

 

 

 

1 補修マニュアルは整備されていない 補修マニュアルは整備されていない

2 補修マニュアルは部分的に整備されている 補修マニュアルは部分的に整備されている

3 補修マニュアルは整備されている 補修マニュアルは整備されている

4 補修マニュアルの運用に基づき、補修マニュアルの評価が行われている 補修マニュアルの運用に基づき、補修マニュアルの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、補修マニュアルの継続的な改訂が行われている 上記の評価に基づいて、補修マニュアルの継続的な改訂が行われている

1 補修マニュアルは運用されていない 補修マニュアルは運用されていない

2 一部の路線で補修マニュアルは運用されている 一部の路線で補修マニュアルは運用されている

3 全路線で補修マニュアルは運用されている 全路線で点検マニュアルは運用されている

4 全路線で補修マニュアルは運用されているが、見直しは行われていない 削除

5 全路線で補修マニュアルは運用されており、定期的かつ必要に応じて行われている 削除

1 予防保全を導入する必要性を認識していない 予防保全を導入する必要性を認識していない

2 予防保全を導入する必要性が評価されている 予防保全を導入する必要性が評価されている

3 予防保全の導入が必要と評価された領域で、予防保全が実施されている 予防保全の導入が必要と評価された領域で、予防保全が実施されている

4 予防保全の運用結果に基づき、その効果について継続的に評価されている 予防保全の運用結果に基づき、その効果について継続的に評価されている

5 上記の評価に基づいて、予防保全の必要領域と方法の継続的な見直しが行われている 上記の評価に基づいて、予防保全の必要領域と方法の継続的な見直しが行われている

1 補修計画が立案されていない 補修計画が立案されていない

2 翌年度の補修計画のみ立案されている 翌年度の補修計画のみ立案されている

3 点検と診断結果から体系的に短期補修計画が立案されている（2から3か年計画） 点検と診断結果から体系的に短期補修計画が立案されている（2から3か年計画）

4 点検と診断結果から体系的に中期補修計画が立案されている（5か年計画） 点検と診断結果から体系的に中期補修計画が立案されている（5か年計画）

5 点検と診断結果から体系的に長期補修計画が立案されている（10か年計画） 点検と診断結果から体系的に長期補修計画が立案されている（10か年計画）

1 補修マニュアルは整備されていない 補修マニュアルは整備されていない

2 補修マニュアルは部分的に整備されている 補修マニュアルは部分的に整備されている

3 補修マニュアルは整備されている 補修マニュアルは整備されている

4 補修マニュアルの運用に基づき、整備された補修マニュアルの評価が行われている 補修マニュアルの運用に基づき、整備された補修マニュアルの評価が行われている

5 上記の評価に基づいて、補修マニュアルの継続的な改訂が行われている 上記の評価に基づいて、補修マニュアルの継続的な改訂が行われている

1 補修マニュアルは運用されていない 補修マニュアルは運用されていない

2 一部の路線で補修マニュアルは運用されている 一部の路線で補修マニュアルは運用されている

3 全路線で補修マニュアルは運用されている 全路線で点検マニュアルは運用されている

4 全路線で補修マニュアルは運用されているが、見直しは行われていない 削除

5 全路線で補修マニュアルは運用されており、定期的かつ必要に応じて行われている 削除

1 予防保全を導入する必要性を認識していない 予防保全を導入する必要性を認識していない

2 予防保全を導入する必要性が評価されている 予防保全を導入する必要性が評価されている

3 予防保全の導入が必要と評価された領域で、予防保全が実施されている 予防保全の導入が必要と評価された領域で、予防保全が実施されている

4 予防保全の運用結果に基づき、その効果について継続的に評価されている 予防保全の運用結果に基づき、その効果について継続的に評価されている

5 上記の評価に基づいて、予防保全の必要領域と方法の継続的な見直しが行われている 上記の評価に基づいて、予防保全の必要領域と方法の継続的な見直しが行われている

1 補修計画が立案されていない 補修計画が立案されていない

2 翌年度の補修計画のみ立案されている 翌年度の補修計画のみ立案されている

3 点検と診断結果から体系的に短期補修計画が立案されている（２～3か年計画） 点検と診断結果から体系的に短期補修計画が立案されている（２～3か年計画）

4 点検と診断結果から体系的に中期補修計画が立案されている（５か年計画） 点検と診断結果から体系的に中期補修計画が立案されている（5か年計画）

5 点検と診断結果から体系的に長期補修計画が立案されている（10か年計画） 点検と診断結果から体系的に長期補修計画が立案されている（10か年計画）

1 清掃は実施していない 清掃は実施していない

2 清掃は実施されているが定期的ではない 清掃は実施されているが定期的ではない

3 清掃は定期的に実施している 清掃は定期的に実施している

4 清掃結果を評価している 清掃結果を評価している

5 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている

1 清掃は実施していない 清掃は実施していない

2 清掃は実施されているが定期的ではない 清掃は実施されているが定期的ではない

3 清掃は定期的に実施している 清掃は定期的に実施している

4 清掃結果を評価している 清掃結果を評価している

5 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている

1 清掃は実施していない 清掃は実施していない

2 清掃は実施されているが定期的ではない 清掃は実施されているが定期的ではない

3 清掃は定期的に実施している 清掃は定期的に実施している

4 清掃結果を評価している 清掃結果を評価している

5 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている 清掃頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている

運用されている状

態が満点

細目をPDCAサイク

ル化

運用されている状

態が満点

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

大項目：診断

舗装

補修

計画

補修計画

マニュアル

補修計画マ

ニュアル

整備

補修計画マ

ニュアル

運用

補修マニュアルとして整備すべき事項

として損傷原因に応じた補修工法の選

定方法、補修工の標準的な設計、補修

工の標準的な仕様、補修後の記録方

法が含まれているかどうかで判断

運用されているかどうかは複数路線の

補修工事の資料から補修マニュアルと

実際の工事を比較して、運用状況を把

握

予防保全の実施状況は補修工事の実

施状況により確認（例えば、舗装クラッ

ク注入工を実施しているか等、損傷初

期段階での対応状況）

計画立案

予防保全

補修計画

立案

橋梁

補修

計画

補修計画

マニュアル

補修計画マ

ニュアル

整備

補修計画マ

ニュアル

運用

補修マニュアルとして整備すべき事項

として損傷原因に応じた補修工法の選

定方法、補修工の標準的な設計、補修

工の標準的な仕様、補修後の記録方

法が含まれているかどうかで判断

運用されているかどうかは複数路線の

補修工事の資料から補修マニュアルと

実際の工事を比較して、運用状況を把

握

予防保全の実施状況は補修工事の実

施状況により確認（例えば、舗装クラッ

ク注入工を実施しているか等、損傷初

期段階での対応状況）

計画立案

予防保全

補修計画

立案

大項目：補修計画

清掃

路面

水路

標識

「路面清掃が定期的でない」場合とは、

実際の清掃実施頻度が所定の回数で

あることが確認できるかどうかで判断

「水路清掃が定期的でない」場合とは、

実際の清掃実施頻度が所定の回数で

あることが確認できるかどうかで判断

「標識清掃が定期的でない」場合とは、

実際の清掃実施頻度が所定の回数で

あることが確認できるかどうかで判断

維持

管理



道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第 15 章   

15-92 

表 15.60道路 AM評価シート変更点（その 4） 

 

 

 

1 草刈りは実施していない 草刈りは実施していない

2 草刈りは実施されているが定期的ではない 草刈りは実施されているが定期的ではない

3 草刈りは定期的に実施している 草刈りは定期的に実施している

4 草刈り結果を評価している 草刈り結果を評価している

5 草刈頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている 草刈頻度は定期的に見直しがなされ最適化されている

1 補修対応はほとんど行われていない 補修対応はほとんど行われていない

2 補修対応は最低限行われている 補修対応は最低限行われている

3 補修対応は適宜行われている 補修対応は適宜行われている

4

5

1 補修対応はほとんど行われていない 補修対応はほとんど行われていない

2 補修対応は最低限行われている 補修対応は最低限行われている

3 補修対応は適宜行われている 補修対応は適宜行われている

4

5

1 補修対応はほとんど行われていない 補修対応はほとんど行われていない

2 補修対応は最低限行われている 補修対応は最低限行われている

3 補修対応は適宜行われている 補修対応は適宜行われている

4

5

1 維持管理作業機械が整備されていない 維持管理作業機械が整備されていない

2 老朽化した維持管理作業機械が整備され使用されていない 維持管理作業機械が整備されているが不十分 維持管理作業機械が整備されているが不十分

3 維持管理作業機械は整備されているが部分的にしか使用されていない 維持管理作業機械が概ね整備されている 維持管理作業機械が概ね整備されている

4 維持管理作業機械は整備されており使用されている 維持管理作業機械は十分整備されている 維持管理作業機械は十分整備されている

5 最新の維持管理作業機械が整備され使用されている 上記に加え、最新の維持管理作業機械が整備されている 上記に加え、最新の維持管理作業機械が整備されている

1 補修は実施されていない 補修は実施されていない

2 部分的ではあるが補修が実施されている 部分的ではあるが補修が実施されている

3 多くの箇所で補修が実施されている 多くの箇所で補修が実施されている

4

5

1 補修工事を実施していない 補修工事を実施する能力が乏しい 補修工事を実施する能力が乏しい 細目を明確化

2 一般的な補修工事を実施しており、施工能力が低い 一般的な補修工事を実施しているが、施工能力に問題がある 一般的な補修工事を実施しているが、施工能力に問題がある

3 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力は並み 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力に問題は無い 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力に問題は無い

4 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力が高い 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力が高い

5 高度な補修工事を実施しており、施工能力が高い 高度な補修工事を実施しており、施工能力が高い

1 品質管理を実施していない 品質管理を実施していない

2 品質管理は低レベルである 品質管理規定が一部整備されている 品質管理規定が一部整備されている

3 品質管理は中等レベルである 品質管理規定が整備され、規定が遵守されている 品質管理規定が整備され、規定が遵守されている

4 品質管理は高レベルである 品質管理状況を評価、改善している 品質管理状況を評価、改善している

5 積極的に品質管理を実施しており、高品質が確保されている 上記に加え、ISOに適合した品質管理状況の継続的な見直しが実施されている 上記に加え、ISOに適合した品質管理状況の継続的な見直しが実施されている

1 補修は実施されていない 補修は実施されていない

2 部分的ではあるが補修が実施されている 部分的ではあるが補修が実施されている

3 多くの箇所で補修が実施されている 多くの箇所で補修が実施されている

4

5

1 補修工事を実施していない 補修工事を実施する能力が乏しい 補修工事を実施する能力が乏しい 細目を明確化

2 一般的な補修工事を実施しており、施工能力が低い 一般的な補修工事を実施しているが、施工能力に問題がある 一般的な補修工事を実施しているが、施工能力に問題がある

3 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力は並み 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力に問題は無い 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力に問題は無い

4 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力が高い 一般的な補修工事全般を実施しており、施工能力が高い

5 高度な補修工事を実施しており、施工能力が高い 高度な補修工事を実施しており、施工能力が高い

1 品質管理を実施していない 品質管理を実施していない

2 品質管理は低レベルである 品質管理規定が一部整備されている 品質管理規定が一部整備されている

3 品質管理は中等レベルである 品質管理規定が整備され、規定が遵守されている 品質管理規定が整備され、規定が遵守されている

4 品質管理は高レベルである 品質管理状況を評価、改善している 品質管理状況を評価、改善している

5 積極的に品質管理を実施しており、高品質が確保されている 上記に加え、ISOに適合した品質管理状況の継続的な見直しが実施されている 上記に加え、ISOに適合した品質管理状況の継続的な見直しが実施されている

PDCAサイクル化

細目をPDCAサイク

ル化

草刈り

「草刈が定期的でない」場合とは、実際

の清掃実施頻度が所定の回数であるこ

とが確認できるかどうかで判断

維持作業機械とは下記を指す

　・スイーパー等（路面清掃）

　・草刈り機（除草）

　・高圧洗浄機（水路清掃）

小補修

路面

細目を明確化

維持

管理

橋梁

カルバート

その他

品質管理の遵守

維持管理作業機械

大項目：維持管理

舗装

補修

工事

補修の実施

建設会社の能力

現地の品質管理規定を明記した書類

を確認

橋梁

補修

工事

補修の実施

建設会社の能力

品質管理の遵守

現地の品質管理規定を明記した書類

を確認
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表 15.61道路 AM評価シート変更点（その 5） 

 

 

 

1 点検結果は記録保存されていない。 点検結果は記録保存されていない。

2 点検結果は一部記録保存されている 点検結果は一部記録保存されている

3 点検結果は記録保存されている 点検結果は記録保存されている

4 点検結果は記録保存・共有されている 点検結果は記録保存・共有されている

5 点検結果は記録保存・共有、更新されている 点検結果は記録保存・共有・更新されている

1 補修結果は記録保存されていない 補修結果は記録保存されていない

2 補修結果は一部記録保存されている 補修結果は一部記録保存されている

3 補修結果は記録保存されている 補修結果は記録保存されている

4 補修結果は記録保存・共有されている 補修結果は記録保存・共有されている

5 補修結果は記録保存・共有、更新されている 補修結果は記録保存・共有・更新されている

1 点検結果は記録保存されていない。 点検結果は記録保存されていない。

2 点検結果は一部記録保存されている 点検結果は一部記録保存されている

3 点検結果は記録保存されている 点検結果は記録保存されている

4 点検結果は記録保存・共有されている 点検結果は記録保存・共有されている

5 点検結果は記録保存・共有、更新されている 点検結果は記録保存・共有・更新されている

1 補修結果は記録保存されていない。 補修結果は記録保存されていない。

2 補修結果は一部記録保存されている 補修結果は一部記録保存されている

3 補修結果は記録保存されている 補修結果は記録保存されている

4 補修結果は記録保存・共有されている 補修結果は記録保存・共有されている

5 補修結果は記録保存・共有、更新されている 補修結果は記録保存・共有・更新されている

1 道路AMを担当する者がいない 道路AMを担当する組織の目標が立てられていない 道路AMを担当する組織の目標が立てられていない

2 道路AMを担当する者が不明確 道路AMを担当する組織の目標が不明確である 道路AMを担当する組織の目標が不明確である

3 道路AMを担当する者を他業務との兼務で配置 道路AMを担当する組織の目標が明確である 道路AMを担当する組織の目標が明確である

4 道路AMを担当する者を専属で配置 道路AMを担当する組織の目標の達成度を評価している 道路AMを担当する組織の目標の達成度を評価している

5 道路AM部局を設置している 上記評価を踏まえて、組織の目標が継続的に見直されている 上記評価を踏まえて、組織の目標が継続的に見直されている

1 道路AMを担当するスタッフがごくわずか 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が決まっていない 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が決まっていない

2 道路AMを担当するスタッフが必要人数の1/3程度 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が不明確である 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が不明確である

3 道路AMを担当するスタッフが必要人数の半数程度 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が明確である 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が明確である

4 道路AMを担当するスタッフが必要人数の2/3程度 道路AMを担当する組織・個人の役割分担の評価が行われている 道路AMを担当する組織・個人の役割分担の評価が行われている

5 道路AMを担当するスタッフが十分いる 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が継続的に見直しされている 道路AMを担当する組織・個人の役割分担が継続的に見直しされている

1 組織の長は道路AMに無関心 組織の長は道路AMに無関心

2 組織の長は道路AMに関心はあるがコミットメントは少ない 組織の長は道路AMに関心はあるがコミットメントは少ない

3 組織の長のコミットメントがある 組織の長のコミットメントがある

4 組織の長のコミットメントが比較的多い 組織の長のコミットメントが比較的多い

5 組織の長のコミットメントが非常に多い 組織の長のコミットメントが非常に多い

1 道路AMの部署は他組織に対して影響力が弱い 道路AMの部署は他組織に対して影響力が弱い

2 道路AM部署は他部署に対してある程度の影響力がある 道路AM部署は他部署に対してある程度の影響力がある

3 道路AM部署は他部署に対して影響力がある 道路AM部署は他部署に対して影響力がある

4 道路AM部署は他部署に対してかなりの影響力がある 道路AM部署は他部署に対してかなりの影響力がある

5 道路AM部署は他組織に対して強い影響力がある 道路AM部署は他組織に対して強い影響力がある

1 意識が低く能力も不十分 意識が低く能力も不十分

2 意識が高いものの能力が不十分 意識が高いものの能力が不十分

3 意識も能力も中程度 意識も能力も中程度

4 能力は高いが意識が低い 能力は高いが意識が低い

5 能力も意識も高い 能力も意識も高い

1 人材育成のための研修制度はない 人材育成のための研修制度はない

2 人材育成のための研修制度は不十分である 人材育成のための研修制度は不十分である

3 人材育成のための研修制度が整備されている 人材育成のための研修制度が整備されている

4

5

1 人材育成のための研修施設はない 人材育成のための研修施設はない

2 人材育成のための研修施設は不十分である 人材育成のための研修施設は不十分である

3 人材育成のための研修施設は整備されている 人材育成のための研修施設は整備されている

4

5

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

大項目：補修工事

舗装

記録

点検記録の保存・共有

補修記録の保存・共有

橋梁

記録

点検記録の保存・共有

補修記録の保存・共有

大項目：記録保存

組織

体制

組織

組織

人員

ヒアリング及び組織規程の文書を入手

ヒアリング及び組織規程の文書を入手

CPの中で中心的な立場にいる人に対

してヒアリングを実施し、意識や能力を

判定

研修プログラムの内容についてヒアリン

グの上判断する。道路AMに関連する

研修とは点検、補修計画策定、維持管

理、補修設計、補修工事を指すものと

する

研修施設視察により判断

ＣＰの

意欲と能力

トップのリー

ダーシップ

当該組織の

影響力

研修制度

研修施設

体制
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表 15.62道路 AM評価シート変更点（その 6） 

 

1 予算計画が立案されていない 予算計画が立案されていない

2 翌年の予算計画のみ立案されている 翌年の予算計画のみ立案されている

3 短期（2～3年）の予算計画が立案されている 短期（2～3年）の予算計画が立案されている

4 中期（5か年）の予算計画が立案されている 中期（5か年）の予算計画が立案されている

5 長期（10か年）の予算計画が立案されている 長期（10か年）の予算計画が立案されている

1 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることがよくある 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることがよくある

2 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることがたまにある 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることがたまにある

3 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることは無い 調達する材料・機械・労務に関して、支払い金が滞ることは無い

4

5

1 維持管理のための特定財源制度はない 必要資金額と調達可能な資金額とのギャップは把握されていない 必要資金額と調達可能な資金額とのギャップは把握されていない 細目をPDCA化

2 維持管理の特定財源があるが必要な資金は準備できていない 簡易な財務予測により一部の領域でギャップを把握している 簡易な財務予測により一部の領域でギャップを把握している

3 維持管理の特定財源があり、必要な資金は手配されている 財務予測を実施し、ギャップを分析・把握している 財務予測を実施し、ギャップを分析・把握している

4 ギャップ解消に向けて関係者にアプローチしている ギャップ解消に向けて関係者にアプローチしている

5 ギャップ解消に関して関係者へ定期的に説明を行い、解消に向けて合意を得ている ギャップ解消に関して関係者へ定期的に説明を行い、解消に向けて合意を得ている

1 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されていない 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されていない

2 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されているが運用されていない 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されている

3 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されているが部分的にしか運用されていない 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されており運用されている 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されており運用されている

4 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されており運用されている 材料・機械・労務調達の積算基準が評価されている 材料・機械・労務調達の積算基準が評価されている

5 材料・機械・労務調達の積算基準は整備されており、改訂も行われている 材料・機械・労務調達の積算基準は継続的に改訂が行われている 材料・機械・労務調達の積算基準は継続的に改訂が行われている

1 談合防止制度がない 談合防止制度がない 小項目を追加

2 談合防止制度があるが運用されていない 談合防止制度があるが運用されていない

3 談合防止制度があり運用されている 談合防止制度があり運用されている

4 談合防止制度の評価が行われている 談合防止制度の評価が行われている

5 談合防止制度の継続的見直しが行われている 談合防止制度の継続的見直しが行われている

1 契約方式の類型化を行っていない 契約方式の類型化を行っていない 小項目を追加

2 契約方式の類型化を一部行っている 契約方式の類型化を一部行っている

3 契約方式の類型化を行っている 契約方式の類型化を行っている

4 契約方式の類型化の運用に基づき、契約方式の類型を評価している 契約方式の類型化の運用に基づき、契約方式の類型を評価している

5 上記の評価に基づいて、契約方式の類型を継続的に見直している 上記の評価に基づいて、契約方式の類型を継続的に見直している

1 調達プロセスが不明確 調達プロセスが不明確 小項目を追加

2 調達プロセスが一部明確化されている 調達プロセスが一部明確化されている

3 調達プロセスが明確化されている 調達プロセスが明確化されている

4 調達プロセスの運用に基づき、調達プロセスが評価されている 調達プロセスの運用に基づき、調達プロセスが評価されている ｆ

5 上記の評価に基づいて、調達プロセスが継続的に見直されている 上記の評価に基づいて、調達プロセスが継続的に見直されている

1 契約変更手続きが不明確 契約変更手続きが不明確 小項目を追加

2 契約変更手続きが一部明確されている 契約変更手続きが一部明確されている

3 契約変更手続きが明確である 契約変更手続きが明確である

4 契約変更手続きの運用に基づき、契約変更手続きが評価されている 契約変更手続きの運用に基づき、契約変更手続きが評価されている

5 上記の評価に基づいて、契約変更手続は継続的に見直されている 上記の評価に基づいて、契約変更手続は継続的に見直されている

1 資産台帳は無い 資産台帳は無い

2 一部の資産が紙ベースの台帳として整備されてる 一部の資産が紙ベースの台帳として整備されてる

3 資産は紙ベースの台帳として整備されている 資産台帳は電子データとして整備されている 資産台帳は電子データとして整備されている

4 資産は電子データ台帳として整備されている 上記に加え、関係する部門間で一部共有されている 上記に加え、関係する部門間で一部共有されている

5 資産は電子データ台帳として整備され、データ共有ができる 上記に加え、関係する部門間で十分共有されている 上記に加え、関係する部門間で十分共有されている

1 資産台帳は無い 資産台帳は無い

2 一部の資産が紙ベースの台帳として整備されてる 一部の資産が紙ベースの台帳として整備されてる

3 資産は紙ベースの台帳として整備されている 資産台帳は電子データとして整備されている 資産台帳は電子データとして整備されている

4 資産は電子データ台帳として整備されている 上記に加え、関係する部門間で一部共有されている 上記に加え、関係する部門間で一部共有されている

5 資産は電子データ台帳として整備され、データ共有ができる 上記に加え、関係する部門間で十分共有されている 上記に加え、関係する部門間で十分共有されている

1 本部と事務所間の通信施設整備の計画がない 本部と事務所間の通信施設整備の計画がない

2 本部と事務所間の通信施設整備の計画はある 本部と事務所間の通信施設整備の計画はある

3 本部と事務所間の通信施設を整備途中 本部と事務所間の通信施設を整備途中

4 通信施設は整備されているがデータの共有化が図れていない 通信施設は整備されているがデータの共有化が図れていない

5 通信施設が整備されデータの共有化が可能 通信施設が整備されデータの共有化が可能

1 システムは導入されていない システムは導入されていない

2 システムは導入されており、部分的な運用がなされている システムは導入されており、部分的な運用がなされている

3 システムは導入されており運用されている システムは導入されており運用されている

4 システムは運用されているが、更新が必要 システムの運用結果に基づき、システムの有効性が評価されている システムの運用結果に基づき、システムの有効性が評価されている

5 システムは運用されており、継続的に更新されている 上記の評価に基づいて、システムが継続的に改良更新されている 上記の評価に基づいて、システムが継続的に改良更新されている

1 システムは導入されていない システムは導入されていない

2 システムは導入されており、部分的な運用がなされている システムは導入されており、部分的な運用がなされている

3 システムは導入されており運用されている システムは導入されており運用されている

4 システムは運用されているが、更新が必要 システムの運用結果に基づき、システムの有効性が評価されている システムの運用結果に基づき、システムの有効性が評価されている

5 システムは運用されており、継続的に更新されている 上記の評価に基づいて、システムが継続的に改良更新されている 上記の評価に基づいて、システムが継続的に改良更新されている

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化

大項目：組織・体制

予算資金

調達

予算 予算計画

予算書や事業計画書を確認

関係書類の確認
資金調達

短期的

資金調達

長期的

資金調達

大項目：予算資金調達

入札

契約

制度

積算基準

談合防止

契約方式の類型化とは調達する物や

サービスの内容によって、採用すべき

契約方式を検討することを指す

調達プロセスとは公告、入札、入札書

類の評価、契約者の特定、契約締結、

契約後の設計変更等の一連の手続き

大項目：入札契約制度

システム・

DB

DB関連

舗装資産

台帳

契約方式

調達プロセス

資産台帳を確認する

資産台帳を確認する

橋梁資産

台帳

システム関

連

通信機能

契約変更

舗装マネジメ

ントシステム

橋梁マネジメ

ントシステム

細目をPDCAサイク

ル化

細目をPDCAサイク

ル化
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15.2.2.4  道路 AM現地調査結果 
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15.2.2.5  各国技術基準類の整理報告 
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国

構造物 分野 基準・マニュアル 文献

道路 技術考察 マニュアル 中米における道路インフラに関する水文・水理技術考察に関するマニュアル ●
道路災害のリスク低減対策に関する都市部の排水施設の調査・設計に関するガイドライン ●

道路排水カルバート設計ガイドライン ●

その他 道路排水カルバート-実例 ●

リスク管理 仕様 道路水没対するリスク低減対策の標準仕様 ●

補修 ガイドライン 道路損傷の補修に関するガイドライン(2018年) ●

維持管理 マニュアル フィリピン高速道路維持管理マニュアル ●

道路プロジェクトマネジメントマニュアル Vol I メインText_第2版 ●
道路プロジェクトマネジメントマニュアル Vol II: サンプルフォームとドキュメント ●

道路日常維持管理マニュアル ●

高速道路維持管理マニュアル ●

アスファルト舗装道路の維持管理と補修マニュアル ●

道路維持管理マニュアル ●

ガイドブック 道路工事・維持管理ガイドブック ●

ポケットブック 日常維持管理ポケットブック ●

レポート 維持管理レポート ●

点検 ガイドライン 道路施設点検ガイドライン ●

マニュアル 舗装状況調査マニュアル ●

その他 UAVの標準仕様と運用方法 ●

防災 マニュアル 道路防災点検・評価マニュアル ●

道路防災対策マニュアル ●

道路防災データベースシステムマニュアル ●

短期・中期道路防災管理計画マニュアル ●

コスト マニュアル 道路整備工事のコスト見積りマニュアル(2017) ●

性能ベースの道路整備のコスト見積りマニュアル Vol.1 ●

性能ベースの道路整備のコスト見積りマニュアル Vol.2 ●

性能ベースの道路整備のコスト見積りマニュアル  Vol.3 ●

道路整備工事のコスト見積りマニュアル(2019  要約版) ●

道路整備工事のコスト見積りマニュアル(2019  完全版) ●
パフォーマンスベースの道路メンテナンス契約のコスト推定のためのicostesマニュアル ●

その他 性能に基づく道路整備契約のコスト調査ガイドノート ●

契約 ガイドライン 性能ベースの道路整備契約(PBCガイドライン) ●

ハンドブック 性能ベースの道路整備契約(PBCハンドブック) ●

試行/試験段階のPBC請負評価ハンドブック ●

その他 業績ベースの期間契約に基づく道路整備工事の調達に関する標準入札文書 ●

業績ベースの契約のドラフト標準支払/入金文書 (道路整備工事) ●

システム ガイドライン DRIMSの運用に関するガイドライン(2018年) ●

データ IRIを使用した道路維持管理のガイドライン(2018年) ●

維持管理トレーニングプログラム ●

道路維持管理データベースのガイドライン ●

マニュアル システムユーザーマニュアル（PMS） ●

道路施設欠陥の写真集 ●

橋梁 維持管理 アクションプラン橋梁維持管理サイクルアクションプラン ●

ガイドライン 橋梁管理ガイドライン ●

橋梁下部構造保護ガイドライン ●

マニュアル 橋梁の荷重割合に関するマニュアル ●

橋梁マネジメント手法マニュアル ●

橋梁維持管理マニュアル ●

仕様 橋梁マネジメント仕様 ●

点検 ガイドライン 橋梁点検記録シート開発ガイドライン（例） ●

マニュアル 橋梁点検評価マニュアル ●

橋梁点検マニュアル ● ●

橋梁点検マニュアル(斜張橋） ●

橋梁点検マニュアル(PC箱桁） ●

橋梁点検マニュアル(PCエクストラード橋） ●

橋梁点検マニュアル(鋼アーチ橋） ●

橋梁点検マニュアル(鋼橋） ●

橋梁点検マニュアル(吊り橋） ●

橋梁点検診断マニュアル ●

基準 エクセル（橋梁点検判定基準） ●

その他 健全度指数（HI）の計算と記録 ●

橋梁点検車による橋梁点検方法 ●

橋梁診断の例 ●

詳細調査の概要 ●

ハンドブック 橋梁点検ハンドブック ●

橋梁点検者ハンドブック ●

補修 マニュアル 橋梁補修と補強マニュアルPART-1　方法 ●

橋梁補修と補強マニュアル PART-2　コスト費用見積り ●

橋梁補修マニュアル ● ● ●

仕様 プラスター法の仕様 ●

部分塗装の仕様 ●

その他 緊急時の行動を必要とする説明と例 ●

鋼材の清掃 ●

補修作業のための機械器具 ●

BMS マニュアル 橋梁マネジメントシステム（BMS）マニュアル ●

橋梁マネジメントシステム(BMS)マニュアル　マネジメント部門用 ●

橋梁マネジメントシステム(BMS)マニュアル　点検者・評価者用 ●

橋梁マネジメントシステム(BMS)マニュアル　一般ユーザー用 ●

BMSによる橋梁点検記録と出力の例 ●

データ カンボジア橋梁一覧 ●

橋梁台帳作成マニュアル ●

橋梁データベースシステム（BDS）　ユーザーズマニュアル ●

橋梁データベースシステム（BDS）　管理者マニュアル ●

橋梁点検サポートシステム　管理者マニュアル ●

橋梁補修・維持管理システム（BRMS） ●

BDSサーバーOSの設計ドキュメント ●

橋梁管理ポータルサイト　ユーザーズマニュアル ●

橋梁記録 データベースのガイドライン ●

制度 制度設計計画 ●

品質管理 マニュアル コンクリート及び鋼橋品質管理マニュアル ●

積算 その他 橋梁部材補修の標準単価と標準補修コスト ●

橋梁補修の標準単価 ●

橋梁／トンネル データ マニュアル 橋梁とトンネルのデータベースシステムマニュアル ●

特殊橋梁 維持管理 マニュアル 定期維持管理マニュアル（特殊橋梁）　 ●

斜面 設計 マニュアル 斜面対策設計マニュアル ●

道路ガイドライン 斜面保護擁壁と斜面の崩壊 ●

モニタリング マニュアル 地すべりモニタリングマニュアル ●

リスク管理 マニュアル 中南米斜面の地盤工学的地震リスクマネジメントマニュアル ●

対策 マニュアル 道路斜面対策マニュアル ●

調査 ガイドライン 道路ガイドライン - 斜面保護 - 地すべり調査 ●

※現地語は英語と同カウントとする

コンゴ ベトナム

設計
ガイドライン

表ー２　道路アセットマネジメントに関する各国技術基準類の分類（案）

エルサル

バドル
カンボジア

バングラ

デッシュ
キルギス フィリピン スリランカ東ティモール ケニア
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15.3  ヒアリング先リスト 

15.3.1  カンボジア 

日程 時間 訪問先 概要 

12/1（日） - 移動日 - 

12/2（月） 10:00 JICA カンボジア事務所 調査概要報告 

〃 14:00 
MPWT（RID）、DPWT（プルサッ

ト州） 
キックオフ会議 

〃 15:00 DPWT（プルサット州） 評価シートヒアリング 

12/3（火） 10:00 MPWT（RID） 評価シートヒアリング 

 14:30 MPWT（EXMID）  

〃 16:00 JICA パキスタン事務所 日程確認、安全ブリーフィング 

12/5（木） 11:00 
JICA 長期専門家（MPWT 政策アド

バイザー 
川崎専門家 

〃 12:30 現地調査 国道 5 号線他 

12/6（金） 11:00 JICA カンボジア事務所 現地踏査報告 

〃 16:00 在カンボジア日本大使館 時岡書記官 

12/7（土） - 帰国 - 
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